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はじめに 

本年1月に公表された「ＮＨＫ経営計画（2021-2023年度）」（以下、「経営計画」という）では、放送波を整理・

削減する方針が示されています。具体的には、ラジオのＡＭ１波の削減とテレビの衛星(ＢＳ)波の整理統合です。 

 

 「経営計画」は、「スリムで強靭な『新しいＮＨＫ』を目指す構造改革」を推進するため、ラジオＡＭ波１波の 

削減とＢＳ波の整理・削減などとともに、2023年度に受信料を値下げする方針を、盛り込んだ点が大きなポイント

です。 

 

私たち「放送人の会」(※)は、公共放送の使命や役割にかかわる放送波の整理・削減という重大な方針が、多くの 

視聴者・聴取者たちに十分説明されず、理解や納得を得られないまま実施されようとしている現状に強い危惧の念を

抱いています。「放送人の会」の問題意識の根底には、何よりも制作者としての視点を据えること、その上で視聴者・

聴取者との関係を強く意識することがあります。こうした視点から、私たちは公共放送としてのＮＨＫのあり方、「経

営計画」の問題点や疑問点を広く視聴者・聴取者と考えるため、この意見書を公表することにしました。 

 

１． ＡＭ波の整理・削減に反対します。 

 ＡＭラジオは地震などの災害発生時のインフラとして貴重な役割を果たしてきました。高齢者や情報享受に際して

障害のある人、外国人生活者など、現在の情報環境において不利な条件に置かれている人々にも、利用が容易でカバ

ーエリアも広く、簡便で安定した情報提供手段であるＡＭ放送こそ、災害時の基本的なインフラとして常時機能する

ように担保されるべきです。 

 

 また、ＮＨＫラジオ第２放送は、放送を通して教育を受ける場をあまねく用意すると共に、少数者のための文化や

情報の提供という貴重な役割を果たしてきました。これは公共放送であればこそ可能なのです。 

例えば、アラビア語講座が定時的に全国放送として編成されているのも、また「視覚障害ナビ・ラジオ」という 

番組が放送されているのもラジオ第２放送です。これは何人のリスナーが聴いているかという問題ではありません。

ＡＭラジオの整理・削減は、「経営計画」が重点項目として掲げる「あまねく伝える」や「社会への貢献」からの逸

脱です。 
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「あまねく」とは数ではなく、多様性への可能な限りのきめ細かい対応です。マイノリティーのための文化は「多用性」 

の時代において貴重な意味を持つものであり、それは公共放送であればこそ可能なのです。 

 

２． ＢＳ波の整理・削減についても反対します。 

「経営計画」はＢＳ波についても整理・削減の構えを見せています。ＢＳ１、ＢＳプレミアム、ＢＳ４Ｋ、ＢＳ８Ｋの

４波のうち、ＢＳ１かＢＳプレミアムの１波を削減するとしています。 

 

ＢＳ放送はＮＨＫと民間衛星放送事業者が多メディア・多チャンネルとハイビジョンの時代に向かって切り開いてきた

新しい分野であり、新しい視聴習慣も根付いてきました。これは、視聴者にとって大きなメリットです。 

今回の「経営企画」では「ＮＨＫの構造改革」や「コストの合理性」という理由で、ＢＳ放送の整理・削減が謳われて 

います。これはこれまでの放送文化の蓄積を無いものとし、新しい番組の可能性を自ら放棄することに他なりません。 

 

「ワールドニュースとスポーツ」をコンセプトに立ちあげた衛星第１テレビ(現ＢＳ１)では、海外とネットワークを結

び激動する世界情勢をリアルタイムで伝えると共に、国内外で現代社会が抱える事象や諸問題についても、優れたドキュ

メンタリーの制作や海外ドキュメンタリーの紹介で実績を重ねてきました。 

また、衛星第２テレビ(現ＢＳプレミアム)では地上波とは全く異なる編成手法を大胆に取り入れて「エンターテインメ

ントやカルチャー」の分野でモアチャンネルの可能性を広げました。 

 

 こうしたＮＨＫのＢＳ放送はコンテンツの国際展開の先駆的な役割を果たしてきました。それは公共放送であるＮＨＫ

がなすべきことであり、ＮＨＫにしか出来ないことでもあるのです。しかし、これらのＢＳ番組は、ＮＨＫの制作能力だ

けでは成立せず、多くの制作会社の参加によって成り立っていることは、今日では自明のことです。 

制作会社とＮＨＫとの連携で人材が育ち、コンテンツ産業が活性化し、映像文化の発展に大きく貢献してきたのです。 

 

ＢＳ波の整理・削減により、ＢＳ放送が開拓し蓄積してきたメディアとしての様々な可能性と、民放事業者や制作会社

とともに積み上げてきた放送産業の基盤を、弱体化させることに反対します。 

ＮＨＫはＢＳプレミアムで積み上げてきた「エンターテインメントやカルチャー」の分野で、さらに新たなコンテンツ

の可能性を追究しつつ、多くの視聴者が４Ｋ受像機を持つ環境が整う時期を見計らって、４Ｋチャンネルへの移行を具体

化すべきであり、拙速に2023年度中に２ＫのＢＳ波削減を実施することは、ＮＨＫ内部だけではなく関係する現場に混乱

を招き、放送を萎縮させることにつながると考えます。 

また、東京オリンピック・パラリンピック後に検討に入るというＢＳ８Ｋのあり方については、広く議論を公開し、日

本が世界に先駆けて切り拓いた超高精細映像技術を、どのように社会貢献に活用するかという方向を見いだしていくべき

です。 

 

３． 受信料値下げと経営の効率化について、こう考えます。 

「経営計画」では、放送波の整理・削減と経営資源の集中とはセットであり、その上で事業費の圧縮が打ち出されてい

ます。この「経営計画」から見えてくる意図は、「経営の論理によるコストの圧縮」の優先であることは、容易に読み取れ

ます。昨年８月に「経営計画案」が公表された際に、前田晃伸会長は次のように発言しています。 

 

「職員一人ひとりの創造性を最大限に生かせる『スリムで強靭なＮＨＫ 』に生まれ変わらせたいと考えております。そ

のためには、支出を自らしっかりとコントロールすることか何より重要だと考えました。来年度のＮＨＫの予算の査定に

つきましては、経理局長とともに私自身が直接、査定を指揮することといたしました」（「ＮＨＫ経営計画（2021－2023年

度）（案）」会長記者会見要旨 2020年８月４日NHK広報局）。 

 

これは、結局のところコスト管理が最大の経営課題であり、職員の創造性を生かすことはその下に置かれることになる

のではないでしょうか。 

 同じ記者会見で、前田会長は「今回の計画案の策定にあたりましては視聴者・国民の皆さまだけでなく、ＮＨＫの次の

世代を担う若い職員にも支持される、中からも外からも支持される新しい計画にしたい」とも発言しています。まことに

そうでなければならないと思います。 
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しかし、示された計画案は、放送を直接担っている現場の放送人の声を充分に反映しているのでしょうか。一つの優れ

た企画を発掘するためには無数の情報と提案が必要なのです。その努力と知恵を評価するシステムでなければ「次世代を

担う若い職員」の能力を生かすことはできないのではないでしょうか。 

 

「経営計画」では、 収支見通しと受信料についての考え方が示されています。事業収入は、2021 年度は対前年度予算

比で３００億円減、以後2022,2023年度も毎年１０億円程度の減収が示されています。 

一方、事業支出は2023 年度までに５５０億円の削減を想定していますが、ＢＳ波の削減予定の 2023 年度は 受信料を

値下げするとしています。 

経費の削減、放送波の整理、受信料値下げは、しばしば民放事業者などが指摘し批判してきた「ＮＨＫ肥大化論」から

見れば妥当のように思われます。 

しかし、ＮＨＫは誰のための存在か、あるいはＮＨＫの存在理由は何か、その原点に立ち返って私たちは考えたいと思

います。 

 

ＮＨＫは利益追求の事業体ではありません。 

受信料とは「ナショナルミニマムとしての公共的放送の享受を国民に保障する必要があるという考え方を基礎」として、

「その公共放送をＮＨＫの業務として行わせるための一種の国民的な分担金として受信料をとらえている」（1980 年３月

17日 参議院予算委員会 角田禮次郎内閣法制局長官答弁）という認識が定着していると考えられます。 

受信料による組織運営はそもそも収益追求のための経営体とは異なる構造です。 

 

ＮＨＫは視聴者・聴取者、即ち国民のための存在です。民間放送にも言論機関として公共的責務があります。 

まして、公共放送ＮＨＫは、国民の知る権利に応えるために表現の自由に基づく言論活動を行うことと、多様で創造性

豊かな文化を提供すること、という使命を担っているはずです。 

 

ＮＨＫの収入源である受信料は、そのためにこそ使われなければなりません。公共放送の最終的主体は、受信料を負担

している国民です。ＮＨＫが政治的にも財政的にも自立した経営による放送を行うべき根拠はここにあります。 

それ故に、視聴者・聴取者への受信料の本来的な還元こそが「経営計画」の目的であるべきです。受信料は政治的思惑

の下で決定されるべきものではありません。 

 

インターネットの成長成熟は情報環境に大きな変化をもたらしてきました。しかし、どのような情報社会になろうとも、

情報の信頼性を担保すること、そして多様な文化に対応した番組を制作し放送することは放送事業者の使命です。 

視聴者・聴取者が求めているのは、ＮＨＫが提供する情報あるいは番組の充実向上です。文化の持つ創造性は経営効率

の追求からは生まれないのです。 

 

４． 誰のための「経営計画」か。 

ＮＨＫのＡＭラジオもＢＳテレビも、公共放送であればこそ継続・維持できるサービスなのです。これを縮小することは、

公共放送としての責務の放棄ではないでしょうか。 

 

総じて「ＮＨＫ経営計画（2021-2023年度）」は、経営効率が優先して、ＮＨＫを含む放送界全体と、そこにおけるＮＨ

Ｋの役割と影響力について、ほとんど考慮がなされていないことに失望します。 

ＮＨＫは、何よりも放送文化をいかに発展させていくかという目的こそが第一なのであり、利益を上げるための事業体

ではないのです。文化は効率優先の思想とはなじみません。受信料の値下げを理由に放送文化の質を下げ、放送番組の制

作を萎縮させることは、すなわち視聴者・聴取者への信頼を裏切ることを肝に銘ずべきです。ＮＨＫは自ら、国民からの

信頼を失うようなことをやるべきではありません。 

 

私たちは重ねて「ＮＨＫ経営計画（2021-2023年度）」による放送波の整理・削減に反対します。 

私たちは今後も、この経営計画の内実とその行方を厳しく見つめ、「誰のため、何のための改革なのか」と問い続けて 

いきたいと思います。 
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受
信
料
と
は
何
か 

 

受
信
料
は
視
聴
者
の
権
利
で
あ
る
⁉ 

 
 

視
聴
者
は
値
下
げ
を
肯
定
す
る
で
あ
ろ
う
が
、 

そ
れ
に
ど
う
対
応
す
る
か
。 

 
 

値
下
げ
が
政
権
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
こ
と
の 

意
味
は
何
か 

 
 

こ
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
「
意
見
」
と
し
て
反
映 

さ
せ
る
か 

 
 

経
営
計
画
の
前
提
に
な
っ
て
い
る
「
銀
行
経
営 

家
思
想
」
の
批
判 

 
 
→

「
誰
の
た
め
の
経
営
計
画
か
？
」 

 
 
→

Ｎ
Ｈ
Ｋ
現
場
へ
の
エ
ー
ル
で
あ
り
た
い 

d.
論
点
は
ど
こ
ま
で
広
げ
る
か
深
め
る
か 

 
 
→

経
営
計
画
は
「
ネ
ッ
ト
時
代
の
放
送
あ
る
い 

は
放
送
局
」
を
前
提
に
し
て
い
る 

 
 

論
点
を
広
げ
る
と
主
張
が
曖
昧
に
な
る 

 
 

基
本
的
問
題
に
踏
み
込
ま
な
い
と
意
見
の
根
拠 

が
不
明
確
だ 

e.
「
意
見
」
は
誰
に
向
け
て
発
信
さ
れ
る
べ
き
か? 

 
 
→

「
意
見
の
主
体
」
は
誰
か
？ 

公
表
の
手
順
と
正
当
性 

※「放送人の会」とは、『一般社団法人 放送人の会』 会長 今野 勉  
                        
「放送人の会」は、ＮＨＫ、民放、プロダクションなどの枠を超えて、番組制作に携わっている人・携わっていた人、 

放送メディアおよび放送文化に強い関心をもつ人々が、個人として参加している団体です。 

「放送人の会」は放送について考え、放送や放送関連分野に関するさまざまな問題について情報を交換し、発信しています。 

会員相互に刺激し合いながら、常に社会に対して開かれた集団として、世代、組織、ジャンル、地域や国を超えて発言し、 

活動しています。 

また、「放送人」とは次のような人々のことです。 

1. 放送番組、放送情報、放送広告の企画・制作・編集、その他放送関連事業全般に携わっている人、携わったことのある人 

2. 放送番組、放送情報、放送広告など広く放送文化についての批評・評論・研究活動をしている人、あるいは放送産業・放

送技術・放送制度などについての研究活動を行っている人 

会員(2021年9月25日現在) 正会員 220人   事務所：東京都千代田区紀尾井町 １－１ 千代田放送会館内 

 

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
問
題
検
討
会
」
中
間
総
括 

<

そ
の
１> 

 
 

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
計
画(2021-2023)

年
度
」
を
巡
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
問
題
検
討
会 

座
長 

前
川
英
樹 
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
及
び
広
く
関
係
者 

「
意
見
」
は
会
と
し
て
出
さ
れ
る
べ
き
か 

有
志
と
い
う
括
り
方
が
適
当
か 

 
 
 
→

ま
さ
に
放
送
そ
の
も
の
に
関
わ
る
問
題 

な
の
だ
か
ら
会
と
し
て
出
す 

理
事
会
了
解
を
前
提
に
全
会
員
の
意
見
集
約
を

公
平
か
つ
透
明
に
行
う 

 
 

f.
関
心
の
多
様
性 
深
さ
が
示
さ
れ
た 

議
論
は
多
様
な
意
見
は
各
委
員
の
そ
れ
ぞ

れ
の
経
験
と
考
え
方
と
「
放
送
人
と
し
て
の

視
点
」
の
上
に
立
っ
た
発
言
に
終
始
し
た
。 

→

以
上
の
論
点
が
各
委
員
の
立
場
と
考
え

方
か
ら
自
由
に
語
ら
れ
た
。 

発
言
に
つ
い
て
抑
制
を
求
め
た
こ
と
は
一

度
も
な
い
。 

g.
検
討
会
の
早
い
段
階
で
素
案
と
し
て
全
体
の

構
成
と
ト
ー
ン
を
提
示
し
た
。 

こ
れ
に
つ
い
て
の
各
委
員
の
意
見
、
指
摘
は
全

て
取
り
込
む
こ
と
を
前
提
に
作
業
し
た
。 

素
案
は
何
回
も
修
正
さ
れ
た
。 

 
  

そ
の
上
で
一
つ
の
集
約
さ
れ
た
「
意
見
」
と
し
て 

示
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
た
。 

各
委
員
の
思
い
が
反
映
さ
な
れ
か
っ
た
部
分

は
、
座
長
の
力
量
不
足
で
あ
る
。 

委
員
各
位
の
熱
意
あ
る
討
議
に
感
謝
し
ま
す
。 

      

＊
＊
賛
同
の
み
な
さ
ん
の
意
見
＊
＊ 

 

『
賛
同
』 

相
田 

洋 

 

私
は
「
テ
レ
ビ
は
世
界
に
つ
な
が
る
窓
」
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
放
送
現
場
に
職
を
得
た
と
き
か
ら
窓
に
映

し
出
さ
れ
る
世
界
に
つ
い
て
、
私
は
い
つ
も
４
つ
の

こ
と
を
伝
え
た
い
と
願
っ
て
き
ま
し
た
。 

【
１
】
ま
ず
は
現
在
起
き
て
い
る
事
柄
が
時
々

刻
々
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
、
ど
の
よ
う
な
結
末
に

向
か
お
う
と
し
て
い
る
の
か
。 

【
２
】
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
科
学
的
、
社
会
的
原
理

に
基
づ
い
て
起
き
て
い
る
の
か
。 

【
３
】
ま
た
、
事
態
の
渦
中
に
い
る
人
た
ち
の
息
遣

い
や
想
い
を
い
か
に
し
て
生
々
し
く
記
録
し
伝
え
る

か
。 【

４
】
さ
ら
に
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
至
る
歴
史

的
経
緯
や
、
現
在
出
来
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
全
体
の

仕
組
み
、
そ
の
中
に
巧
妙
に
埋
め
込
ま
れ
た
思
惑
や

嘘
を
、
ど
う
や
っ
て
あ
ぶ
り
出
す
か
。 

【
５
】
こ
れ
ら
を
新
聞
な
ど
の
活
字
メ
デ
ィ
ア
と

社
違
う
テ
レ
ビ
独
自
の
表
現
で
い
か
に
伝
え
る
。
そ

れ
が
テ
レ
ビ
屋
の
重
要
な
役
割
の
ひ
と
つ
だ
と
信
じ

て
き
ま
し
た
。 

 

私
の
現
役
時
代
、
そ
れ
を
担
っ
て
い
た
の
は
も
っ

ぱ
ら
テ
レ
ビ
で
し
た
。
し
か
し
今
や
、
も
う
ひ
と
つ
の

窓
が
同
じ
役
制
を
担
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
活
字
情
報
の
検
索
サ
イ
ト
や

YouTube

や
ニ
コ
ニ
コ
動
画
な
ど
の
動
画
サ
イ
ト
で

す
。
あ
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
爆
発
事
故
で

は
既
存
の
テ
レ
ビ
で
は
知
り
得
な
い
数
多
く
の
情
報

を
ネ
ッ
ト
の
動
画
サ
イ
ト
か
ら
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

視
聴
者
と
し
て
の
私
も
、
放
送
現
場
を
離
れ
て
完

全
な
年
金
生
活
者
に
な
っ
て
か
ら
は
、
テ
レ
ビ
以
上

に
ネ
ッ
ト
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
を
頼
り
に
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
誰
で
も
が
提
供
者
に
な
れ

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
動
画
は
ひ
ょ
っ
と
す
る
と

噓
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
情
報
の
信
憑
性
に
弱
点
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
、
フ
ェ
イ
ク
情
報
と
交
差

検
討
す
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て､

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
果
た
す
役

割
は
一
段
と
重
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。 

私
は
受
信
料
制
度
を
「
情
報
保
険
の
制
度
」
と
理

解
し
て
い
ま
す
。
視
聴
者
の
命
と
財
産
を
護
る
上
で

重
要
な
情
報
を
必
要
に
応
じ
て
過
不
足
な
く
必
ず
伝

え
る
制
度
。
そ
の
た
め
に
払
う
の
が
受
信
料
で
あ

り
、
い
わ
ば
情
報
保
険
制
度
の
保
険
料
だ
と
思
い
ま

す
。 最

も
分
か
り
や
す
い
局
面
は
災
害
報
道
で
す
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
マ
ン
が
命
が
け
で
災
害
現
場
に
飛
ん
で
現
状
を

伝
え
な
け
れ
ば
「
肝
心
な
時
に
必
要
な
情
報
が
得
ら

れ
な
い
無
用
の
長
物
」
と
し
て
受
信
料
制
度
は
危
機

に
瀕
し
ま
す
。 

ア
ナ
ロ
グ
な
Ａ
Ｍ
放
送
は
デ
ィ
ジ
タ
ル
一
辺
倒
の

シ
ス
テ
ム
を
補
完
し
て
余
り
あ
る
重
要
な
武
器
で
す
。

電
波
の
効
率
的
利
用
と
い
う
理
由
だ
け
で
Ａ
Ｍ
放
送

を
廃
止
す
る
の
は
早
計
で
す
。 

今
回
「
放
送
人
の
会
」
か
ら
の
メ
ー
ル
を
熟
読
し

た
中
で､

私
が
最
も
失
望
し
た
こ
と
の
一
つ
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
経
営
計
画
案
が
公
表
さ
れ
た
時
に
前
田
晃
伸
会

長
が
語
っ
た
と
い
う
言
辞
で
す
。
職
員
の
創
造
性
を

最
大
限
に
引
き
出
す
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
ス
リ
ム
で
強
靭

な
組
織
で
あ
る
べ
き
で
、
そ
の
た
め
に
は
、
支
出
を

自
ら
し
っ
か
り
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
何
よ

り
重
要
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
予
算
の
査
定
に
は
会
長
自
ら
が

指
揮
す
る
と
い
う
の
で
す
。
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
欲
し

い
。
予
算
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
職
員
に
創

造
力
を
発
揮
さ
せ
る
方
策
な
の
だ
ろ
う
か
。
し
か

も
、
そ
れ
を
具
現
化
す
る
た
め
に
自
ら
が
直
接
に
そ

の
正
非
を
査
定
す
る
と
い
う
の
で
す
。 

ど
の
よ
う
な
国
家
を
目
指
す
か
を
語
る
こ
と
な
く
、

携
帯
電
話
の
料
金
引
き
下
げ
を
国
家
的
な
重
要
政
策

と
断
じ
た
宰
相
に
似
て
、
激
変
す
る
世
界
で
放
送
が

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
か
を
語
る
こ
と
な

く
、
財
布
の
紐
を
締
め
る
こ
と
に
汲
々
と
す
る
ト
ッ

プ
の
姿
を
見
れ
ば
、
職
員
の
創
造
性
は
し
ぼ
む
ば
か

り
で
、
花
開
く
と
は
思
え
ま
せ
ん
。 

 

 

『
賛
同
』 

秋
田 

和
典 

 

番
組
の
企
画
、
制
作
を
通
し
て
制
作
者
の
技
量
を

発
揮
す
る
機
会
は
維
持
さ
れ
る
方
が
よ
い
と
思
う
。 

  

 
 

『
賛
同
』 

石
井 

ふ
く
子 

 

昨
今
の
映
像
は
時
代
の
心
に
寄
り
す
ぎ
て
視
聴
者

の
心
に
ひ
び
か
な
い
。
人
と
人
と
の
心
を
え
が
い
た

作
品
が
な
い
の
が
残
念
で
す
。
形
だ
け
の
映
像
は
消

え
て
行
く
。 

  

『
賛
同
』 

今
井 

義
典 

 

公
共
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
「
放
送
と
通
信
の
融
合
」
は

不
可
欠
・
不
可
避
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
公
共

放
送
の
信
頼
で
き
る
高
品
質
の
ニ
ュ
ー
ス
・
番
組
を

あ
ま
ね
く
伝
え
る
た
め
の
基
盤
に
な
る
。
構
想
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
メ
リ
ッ
ト
を
縦
横
に
駆
使
し
て
融

合
を
進
め
る
こ
と
を
、
今
後
の
計
画
に
明
確
に
盛
り

込
む
べ
き
だ
。
民
放
キ
ー
局
も
目
先
の
利
益
に
惑
わ

さ
れ
ず
に
こ
の
方
向
に
進
ま
な
い
と
、
遠
か
ら
ず
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
系
の
サ
ー
ビ
ス
に
母
屋
を
乗
っ
取
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
海
外
メ
デ
ィ
ア
の
現
状
を
見

れ
ば
明
ら
か
だ
。 

  

『
賛
同
』 

太
田 

昌
宏 

 

放
送
波
の
整
理
・
削
減
は
、
視
聴
者
の
情
報
の
選
択

肢
を
狭
め
る
だ
け
に
慎
重
で
あ
っ
て
欲
し
く
思
い
ま

す
。
す
で
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
か
ら
は
経
済
系
の
番
組

の
多
く
が
姿
を
消
し
、
景
気
や
経
済
の
多
様
な
情
報

の
入
手
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
の
は
残
念
で
す
。 

会
員
の
意
見
を
掲
載
し
ま
す 
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整
理
・
削
減
を
進
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
公
開
討
論
会
、

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
視
聴
者
と
の
対
話
を
目
に
見
え
る

形
で
行
う
べ
き
で
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
が
不
十
分
と
思

い
ま
す
。 

Ｂ
Ｓ
波
で
は
、
国
策
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
４
Ｋ
、

８
Ｋ
チ
ャ
ン
ネ
ル
へ
の
移
行
を
優
先
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
し
か
し
４
Ｋ
受
信
機
の
普
及
は
ま
だ
不
十
分

で
こ
の
段
階
で
２
Ｋ
波
を
削
減
す
る
の
は
、
か
な
り

の
視
聴
者
を
切
り
捨
て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
持
て
る
視
聴
者
と
持
た
ざ
る
視
聴
者
の
情
報
格
差

を
広
げ
る
こ
と
に
な
り
、
Ｂ
Ｓ
波
と
は
い
え
ど
も
、

「
あ
ま
ね
く
放
送
」
と
い
う
公
共
放
送
の
方
針
に
も

と
る
の
で
は
と
懸
念
し
ま
す
。
や
は
り
一
定
の
基
準

を
設
け
て
慎
重
に
移
行
し
て
欲
し
く
お
も
い
ま
す
。 

Ａ
Ｍ
波
も
整
理
・
削
減
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ラ
ジ

オ
番
組
制
作
は
そ
れ
ほ
ど
の
コ
ス
ト
が
か
か
ら
ず
、

整
理
・
削
減
で
ど
れ
だ
け
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か

明
確
で
あ
り
ま
せ
ん
。
災
害
時
の
備
え
や
教
育
、
少
数

者
向
け
番
組
な
ど
公
共
放
送
の
趣
旨
か
ら
み
て
も
コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
高
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

受
信
料
は
対
価
で
は
な
く
、
負
担
金
だ
と
い
う
考

え
方
か
ら
す
る
と
受
信
料
引
き
下
げ
よ
り
も
、
年
金

生
活
者
や
低
所
得
者
層
を
対
象
に
受
信
料
の
減
免
制

度
を
充
実
さ
せ
、
相
応
負
担
の
原
則
を
確
立
す
る
方

が
先
決
か
と
も
考
え
ま
す
。
受
信
料
は
税
金
で
は
な

く
、
視
聴
者
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
払
わ
れ
る
委
託
金
で
あ

り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
あ
く
ま
で
視
聴
者
に
責
任
を
負
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
政
府
の
意
向
と
視
聴
者
の
意

向
を
混
同
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
努
力
が
必
要
と
感

じ
ま
す
。 

  

『
賛
同
』 

織
田 

晃
之
佑 

 

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
計
画
」
に
対
す
る
「
放
送
人
の
会
」

の
明
確
な
る
姿
勢
、
大
い
に
評
価
し
ま
す
。 

 

『
賛
同
』 

加
藤 

滋
紀 

 

会
員
の
加
藤
滋
紀
で
す
。「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
計
画
」
に

つ
い
て
の
意
見
を
送
り
ま
す
。
遅
く
な
っ
て
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

（
１
）
公
共
放
送
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
使
命
を
正
確
に
捉
え
、
文

章
全
体
も
極
め
て
良
く
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
内
容
に

つ
い
て
の
異
論
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

（
２
）
公
表
す
る
こ
と
に
も
賛
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、

「
放
送
人
の
会
」
が
こ
う
し
た
放
送
局
の
経
営
に
関

わ
る
微
妙
な
問
題
に
意
見
表
明
を
す
る
の
は
初
め
て

の
こ
と
な
の
で
、
反
響
を
慎
重
に
見
極
め
な
が
ら
一

歩
一
歩
こ
と
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

（
３
）
今
回
の
意
見
の
中
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
民
間
放
送
関
係
者
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
肥
大
化
を
危

惧
す
る
声
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
そ
れ
も
一
理
あ
る

意
見
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
経
営
計
画

に
議
論
を
絞
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
今

後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
民
放
・
制
作
会
社･･･

等
々
を
含
め
た

日
本
の
放
送
制
度
全
体
に
も
関
心
を
払
う
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。
様
々
な
前
歴
を
持
つ
人
材
が
集
ま
っ
た

「
放
送
人
の
会
」
は
そ
う
し
た
問
題
を
考
え
る
の
に

相
応
し
い
場
と
考
え
ま
す
。 

 

以
上
、
簡
単
で
す
が
、
私
見
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

  

『
賛
同
』 

川
平 

朝
清 

 

経
費
削
減
の
一
方
法
と
し
て
別
に
美
術
関
係
を
見

直
し
て
も
ら
い
た
い
。
ス
タ
ジ
オ
バ
ッ
ク
に
無
意
味

な
装
飾
、
華
美
を
こ
ら
し
。
無
用
な
植
物
な
ど
配
し
、

中
に
は
果
物
店
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ

り
、
制
作
責
任
者
の
目
配
り
が
不
足
し
て
い
る
と
思

う
。
美
術
関
係
子
会
社
の
い
い
な
り
に
な
り
、
無
駄
使

い
だ
と
思
う
。 

そ
の
点
Ｇ
Ｔ
Ｖ
お
昼
と
夜
７
時
、
９
時
の
ニ
ュ
ー

ス
の
美
術
は
良
い
。
Ｂ
Ｂ
Ｃ
、
Ｃ
Ｎ
Ｎ
等
参
考
に
す
る

こ
と
を
す
す
め
る
。 

  

『
賛
同
』 

工
藤 

英
博 

 

前
田
会
長
は
会
見
で
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ら
で
は
の
コ
ン

テ
ン
ツ
に
経
営
資
源
を
集
中
さ
せ
、
制
作
の
総
量
を

減
ら
し
て
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
り
な
が
ら
コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
を
高
め
る
」
と
説
明
し
た
。 

し
か
し
、
今
回
の
放
送
波
削
減
計
画
は
毎
年
潤
沢

な
剰
余
金
が
あ
る
現
在
、
仮
に
Ａ
Ｍ
を
止
め
た
と
し

て
も
た
い
し
た
削
減
に
は
な
ら
な
い
。 

そ
れ
よ
り
も
ま
ず
着
手
す
べ
き
は
、
４
Ｋ
は
と
も

か
く
多
く
の
人
が
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
８
Ｋ
放
送

の
削
減
こ
そ
制
作
費
削
減
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。 

金
の
か
か
る
番
組
が
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
る
と
し
た
ら
、

Ｂ
Ｓ
放
送
を
見
る
世
代
と
言
わ
れ
る
我
々
高
齢
者
に

と
っ
て
は
、
Ｂ
Ｓ
ド
ラ
マ
な
ど
に
波
及
す
る
こ
と
を

危
惧
す
る
。 

  

『
賛
同
』 

小
池 

勝
次
郎 

 

先
般
の
理
事
会
で
の
意
見
提
言
書
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

放
送
波
（
Ａ
Ｍ
波
＆
Ｆ
Ｍ
波
）
の
整
理
削
減
へ
の
危
機

感
と
反
対
の
見
解
で
す
が
、
民
放
連
・
新
聞
協
会
等
が

指
摘
し
て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
肥
大
化
問
題
や
、
民
放
Ａ
Ｍ

波
の
厳
し
い
経
営
的
環
境
に
お
け
る
将
来
の
停
波
問

題
等
の
視
点
が
入
っ
て
お
ら
ず
若
干
違
和
感
を
感
じ

ま
し
た
。 

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
計
画2011-2013

」
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

肥
大
化
反
対
に
対
す
る
合
理
化
案
（
放
送
波
整
理
統

合
等
に
よ
る
経
営
効
率
化
）
の
側
面
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

今
回
の
修
正
版
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
利
益
追

求
の
事
業
体
で
は
な
く
、
国
民
の
知
る
権
利
に
答
え

る
た
め
に
、
制
作
者
そ
し
て
現
場
を
守
り
、
聴
取
者
に

還
元
す
る
公
共
放
送
と
し
て
使
命
を
果
た
す
べ
き
と

の
姿
勢
は
当
然
で
す
。
で
き
れ
ば
今
後
民
放
Ａ
Ｍ
波

で
起
こ
る
で
あ
ろ
う
停
波
問
題
等
に
つ
い
て
の
記
述

も
入
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
問
題
に
意
見
す
る
の
が
よ
い
と
思

い
ま
す
。 

放
送
人
の
会
の
意
見
提
言
は
、
放
送
界
全
体
で
起

き
て
い
る
課
題
や
、
ネ
ッ
ト
時
代
に
お
け
る
放
送
の

あ
り
方
、
時
代
の
変
化
を
洞
察
す
る
多
角
的
視
点
と

対
応
等
の
検
討
指
摘
が
大
切
と
考
え
ま
す
。 

 

『
賛
同
』 

塩
田 

純 

 

Ｂ
Ｓ
派
の
削
減
に
伴
い
、
す
で
に
外
制
作
の
番
組

の
本
数
削
減
、
予
算
の
圧
縮
が
現
場
で
起
き
て
お
り
、

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
制
作
す
る
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

に
と
っ
て
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。 

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ら
し
さ
」
を
掲
げ
た
改
革
が
、
外
制
作
の

切
り
捨
て
に
な
っ
て
い
る
。
本
来
は
外
制
作
と
Ｎ
Ｈ

Ｋ
が
共
同
す
る
こ
と
で
豊
か
で
多
様
な
放
送
が
で
き

て
い
た
。
こ
の
良
さ
を
失
う
こ
と
は
、
長
い
目
で
見
て

視
聴
者
か
ら
の
信
頼
を
失
わ
せ
、
放
送
文
化
の
育
成

に
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。 

  

『
賛
同
』 

清
水 

誠 

 

ラ
ジ
オ
第
２
に
は
少
数
と
は
い
え
、
固
定
層
の
リ

ス
ナ
ー
が
お
り
、
そ
の
よ
う
な
「
顧
客
」
と
も
い
う
べ

き
方
を
振
り
捨
て
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
Ｂ
Ｓ
Ｐ
波 

は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
番
組

と
「
未
来
へ
の
遺
産
」
や
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
の
よ
う

な
名
作
の
再
放
送
が
あ
り
、
大
い
に
楽
し
ま
せ
て
貰

っ
て
い
ま
す
、“
合
理
化
”
の
名
の
も
と
に
こ
の
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
消
し
て
し
ま
う
こ
と
に
賛
成
で
き
ま
せ
ん
、

一
度 

抹
消
し
た
も
の
を
元
に
戻
す
の
に
は
ど
れ
ほ

ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
に
な
る
か
考
え
て
み
る
と
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い
い
で
し
ょ
う…

…

。 

  

『
賛
同
』 

新
山 

賢
治 

 

「
公
共
の
場
」
で
あ
る
「
チ
ャ
ン
ネ
ル
削
減
」
を

掲
げ
た
今
回
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
計
画
に
対
し
て
異
議
を

唱
え
る
こ
と
は
「
放
送
人
の
会
」
と
し
て
重
要
な
こ

と
と
考
え
ま
す
。 

「
右
肩
上
が
り
の
時
代
は
終
わ
っ
た
。
こ
れ
か
ら

少
子
化
が
加
速
す
る
中
で
組
織
を
い
か
に
ス
リ
ム
に

す
る
か
だ
。」
と
い
う
一
致
し
た
考
え
が
経
営
計
画

の
中
あ
る
こ
と
は
理
解
し
ま
す
が
、
一
方
で
、
そ
れ

は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
組
織
を
内
向
き
に
と
ら
え
る
こ

と
に
終
始
し
、
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す

こ
と
を
枠
外
に
お
い
た
企
業
の
行
動
原
理
を
模
倣
す

る
こ
と
に
な
る
と
理
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。 

 
 1989

年
の
開
局
以
来
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｂ
Ｓ
は
大
胆
で

鮮
度
溢
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
次
々
と
生
み
出
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
担
い
手
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
民
間

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
制
作
陣
で
す
。
彼
ら
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
プ
ロ
デ
ユ
ー
サ
ー
が
連
携
し
て
多
く
の
話
題
作
を

生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が

コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
を
限
ら
れ
た
内
部
の
職
員
が
担
う

の
で
は
な
く
、
広
く
外
部
に
門
戸
を
ひ
ら
き
、
新
た

な
公
共
放
送
の
可
能
性
を
様
々
な
人
材
で
切
り
拓
く

「
公
共
の
場
」
を
提
供
し
た
も
の
と
し
て
放
送
史
に

残
す
べ
き
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

今
回
経
営
計
画
が
「2023

年
に
Ｂ
Ｓ
２
Ｋ
の
う
ち

１
波
削
減
、
さ
ら
に
将
来
は
Ｂ
Ｓ
１
波
に
す
る
」
と

掲
げ
た
こ
と
で
、
編
成
が
萎
縮
し
、
大
胆
な
企
画
採

用
を
控
え
、
民
間
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
築
い
た
豊
か

な
制
作
環
境
を
切
り
捨
て
る
行
動
原
理
に
入
ら
な
い

か
心
配
で
す
。
Ｂ
Ｓ
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
「
エ
セ
総
合
チ

ャ
ン
ネ
ル
」
に
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
放
送
を
起
点
と
し
た
「
メ
デ
ィ
ア
編

成
」
に
さ
ら
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
、
そ
の
パ
ワ
ー

を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
職
員
だ
け
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、
広
く

人
材
を
外
に
求
め
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
体
制
で
新
た

な
「
公
共
メ
デ
ィ
ア
」
の
あ
り
方
を
追
求
す
べ
き
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
様
々
な
実
験
、
試
行
錯
誤
を
お

こ
な
う
「
広
い
公
共
の
広
場
」
が
必
要
だ
と
考
え
ま

す
。
そ
し
て
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
な
ど
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
持
つ

財
産
を
広
く
安
く
一
般
に
開
放
す
る
な
ど
、
受
信
料

値
下
げ
に
変
わ
る
多
彩
な
視
聴
者
サ
ー
ビ
ス
を
付
加

し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。 

  

『
賛
同
』 

菅
野 

高
至 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
民
間
放
送
を
問
わ
ず
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
・

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
問
わ
ず
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

た
ら
ん
と
日
々
、
格
闘
し
て
い
る
人
た
ち
を
「
い
い

ぞ
！ 

頑
張
れ
！
」
と
励
ま
し
続
け
る
の
が
『
放
送
人

の
会
』
で
す
。
会
の
真
価
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。 

課
題
は
、
こ
の
「
放
送
人
の
会
の
意
見
」
を
広
く
知

っ
て
貰
う
べ
く
、
ど
う
展
開
す
る
か
で
す
ね
。
及
ば
ず

な
が
ら
、
頑
張
り
ま
す
。 

  

『
賛
同
』 

田
中 

直
人 

 

｛
Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
計
画2021-2022

｝
に
つ
い
て
の
放
送

人
の
会
の
意
見
公
表
に
、
全
面
的
に
賛
同
い
た
し
ま

す
。 

  

『
賛
同
』 

千
葉 

邦
彦 

 

「
放
送
人
の
会
」
と
し
て
公
表
す
る
か
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

問
題
検
討
会
」（
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
と
し
て
公
表

す
る
か
に
つ
い
て
は
意
見
が
分
か
れ
た
の
で
は
と
推

察
し
ま
す
。 

後
者
の
か
た
ち
で
公
表
す
る
、
そ
の
場
合
、
前
者
の

か
た
ち
で
の
場
合
よ
り
内
容
も
表
現
も
思
い
切
っ
て

踏
み
込
む
、
と
い
う
の
も
戦
略
的
に
あ
り
得
る
か
な

と
思
い
ま
す
。 

勿
論
、
既
に
、
会
と
し
て
公
表
す
る
こ
と
が
決
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
は
私
の
単
な
る
感
想
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。 

 

以
上
で
す
。 

重
ね
て
、
関
係
の
皆
様
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
推
移

を
見
守
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

『
賛
同
』 

中
崎 

清
栄 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
だ
け
で
な
く
、
放
送
に
つ
い
て
の
政
治
的

な
介
入
を
日
々
感
じ
、
危
惧
し
て
い
ま
す
。 

特
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
を
み
て
、
？
？
を
良
く
感

じ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
Ａ
Ｍ
や
Ｂ
Ｓ
枠
を
減
ら
す
こ
と
は
、
放
送
文

化
を
縮
小
さ
せ
る
こ
と
で
す
。 

  

『
賛
同
』 

林 

健
嗣 

 

放
送
人
の
会
の
視
点
＝
番
組
制
作
者
の
視
点
か
ら

の
意
見
と
し
て
、
同
意
し
ま
す
。 

一
方
、
経
営
と
い
う
視
点
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
経
営
計
画

を
検
証
す
る
と
、
今
日
的
な
視
点
が
大
い
に
欠
落
し

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。 

よ
く
言
わ
れ
る
、
企
業
の
持
続
可
能
性
と
い
う
こ

と
が
問
わ
れ
て
い
る
今
日
に
お
い
て
、
社
会
的
な
役

割
が
、
旧
態
と
し
た
限
定
的
な
視
点
で
し
か
捉
え
ら

れ
て
い
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

民
放
出
身
の
視
点
か
ら
み
る
と
、
あ
ま
り
に
も
民

放
寄
り
の
経
営
理
念
に
傾
斜
し
す
ぎ
て
い
ま
す
。 

民
主
主
義
の
発
展
に
資
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
社
会
的
な
役
割
の
な
か
で
、
地
域
と
人
権
に

果
た
す
役
割
は
、
民
放
の
経
営
理
論
で
は
及
ば
な
い

も
の
が
あ
り
、
そ
れ
は
国
民
が
無
意
識
に
信
頼
し
て

き
た
も
の
で
す
。 

そ
の
な
か
で
、
Ｂ
Ｓ
お
よ
び
ラ
ジ
オ
Ａ
Ｍ
の
果
た

し
て
き
た
役
割
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
放
送
枠
の

多
様
性
の
確
保
は
、
人
権
問
題
と
一
体
で
す
。 

た
と
え
ば
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
未
だ
果
た
し
て
い
な
い
放

送
の
な
か
に
、2007

年
「
先
住
民
族
の
権
利
に
関
す

る
国
連
宣
言
」
か
ら
、
カ
ナ
ダ
、
台
湾
、
北
欧
で
、
確

保
さ
れ
て
き
た
先
住
民
族
の
定
期
的
な
放
送
枠
の
確

保
が
日
本
で
は
一
向
に
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
を

補
っ
て
き
た
の
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
教
育
、
Ｂ
Ｓ
、
あ
る
い

は
Ａ
Ｍ
の
制
作
者
有
志
に
よ
る
企
画
で
す
。
言
語
や

文
化
、
伝
統
を
守
る
こ
と
の
意
味
は
、
人
権
問
題
に
積

極
的
に
触
れ
る
こ
と
で
す
。 

持
続
可
能
性
と
は
、
経
営
を
継
続
す
る
こ
と
の
前

に
、
社
会
を
継
続
す
る
こ
と
で
あ
り
、
世
界
の
平
和
な

社
会
環
境
を
継
続
す
る
こ
と
で
あ
る
は
ず
で
す
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
経
営
計
画
の
な
か
に
、
そ
の
視
点
が
あ
り
ま
せ

ん
。
多
様
性
が
充
分
に
保
た
れ
て
い
る
の
か
。
偏
ら
な

い
為
に
は
、
多
様
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
経
営
の
多

様
性
を
本
当
に
確
保
で
き
て
い
る
の
か
。
と
て
も
心

配
で
す
。 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
逆
行
す
る
経
営
計
画
を

出
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。
Ｂ
Ｂ
Ｃ
を
は
じ

め
、
フ
ラ
ッ
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
苦
し
い
な
か
で
、

様
々
な
工
夫
を
行
い
敏
感
に
反
応
し
て
い
ま
す
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
に
と
っ
て
は
多
様
な
デ
ィ
バ
イ
ス
の
確
保
が
生

き
残
り
の
鍵
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

  

『
賛
同
』 

深
尾 

隆
一 

 

検
討
会
で
十
分
に
議
論
さ
れ
た
件
で
あ
り
、
特
に

付
け
加
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 



 

 - 8 - 

 

『
賛
同
』 

黛 

り
ん
た
ろ
う 

 
同
じ
く
賛
同
致
し
ま
す
。
そ
も
そ
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
昨

今
、
文
化
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
自
覚
が
な
さ
過
ぎ

ま
す
。 

  

『
賛
同
』 
山
路 

家
子 

 

●
ラ
ジ
オ
第
２
放
送
が
こ
れ
ま
で
果
た
し
て
き
た
多

様
な
「
社
会
へ
の
貢
献
」、
益
々
重
要
な
存
在
に
な
り

ま
す
。
時
代
が
求
め
て
い
ま
す
。
他
方
、
東
日
本
大
震

災
の
よ
う
な
場
面
で
第
１
放
送
が
災
害
報
道
一
色
に

な
っ
た
時
、
生
き
る
力
を
与
え
て
く
れ
た
の
も
第
２

放
送
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

●
Ｂ
Ｓ
放
送
は
世
界
に
視
野
を
拡
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
や
編
成
は
民
放
事
業
者
や
制
作
会

社
と
積
み
上
げ
て
き
た
貴
重
な
財
産
で
す
。
さ
ら
に

成
長
し
て
ほ
し
い
分
野
で
す
。 

●
受
信
料
値
下
げ
と
経
営
効
率
化
は
放
送
の
自
殺
行

為
で
す
。
コ
ス
ト
管
理
は
創
造
の
芽
を
摘
み
取
る
ば

か
り
で
す
。
放
送
文
化
を
化
石
に
し
て
は
い
け
な
い
。 

「
豊
か
に
育
ん
で
行
く
こ
と
を
！
」
が
使
命
、
社
会
的

役
割
で
す
。 

◎
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
計
画2021-2023

」
は
タ
リ
バ
ン
み

た
い
！ 

  

『
賛
同
』 

山
田 

尚 

 

そ
も
そ
も
、
メ
デ
ィ
ア
が
、
自
ら
が
持
つ
放
送
波
を
、

自
ら
減
ら
す
、
と
言
う
こ
と
自
体
が
信
じ
ら
れ
な
い

こ
と
で
す
。
具
体
的
な
こ
と
ま
で
申
し
ま
せ
ん
が
、
電

波
の
整
理
、
削
減
な
ど
は
、
自
ら
の
役
割
の
放
棄
と
も

い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
放
送
に
か
か
わ

る
人
間
と
は
お
も
え
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
国
民
全
員

に
及
ぶ
公
共
放
送
と
し
て
は
な
お
さ
ら
で
す
。
場
、
が

あ
る
か
ら
こ
そ
、
多
様
性
も
保
ち
、
ま
た
斬
新
な
こ
と

に
も
挑
め
、
緊
急
事
態
に
も
対
応
で
き
る
の
で
す
。 

 

私
も
、
友
人
な
ど
か
ら
、
よ
く
聞
き
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

は
あ
ま
り
見
な
い
、
こ
の
頃
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
は
再

放
送
が
と
て
も
多
い
、
民
放
み
た
い
な
番
組
が
増
え

て
る
、
聴
取
料
が
高
す
ぎ
る
・
・
・
。
ま
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
も 

大
変
で
し
ょ
う
。 

で
も
、
再
放
送
は
見
逃
し
た
も
の
が
見
ら
れ
る
チ

ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
地
上
波
、

Ｂ
Ｓ
の
す
べ
て
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
見
て
み
る
と
、
意

外
な
番
組
に
出
会
っ
た
り
、
こ
ん
な
の
誰
が
見
る

の
？ 

と
思
い
な
が
ら
つ
い
見
と
れ
る
も
の
等
、
そ

の
多
様
性
は
と
て
も
重
要
な
も
の
で
す
。
視
聴
者
は
、

ど
こ
に
ど
ん
な
人
が
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

自
ら
、
そ
の
選
択
肢
を
狭
め
る
よ
う
な
発
想
を
す

る
も
の
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は

そ
ん
な
気
持
ち
で
す
。 
 

連
絡
が
遅
く
な
っ
て
す
み
ま
せ
ん
。 

  

『
賛
同
』 
吉
村 

豪
介 

 

体
調
が
悪
く
返
事
が
遅
れ
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
計
画
」
に
つ
い
て
の
「
会
」
の
意
見
に

全
面
的
に
賛
同 

致
し
ま
す
。
ラ
ジ
オ
第
２
に
は
少

数
と
は
い
え
、
固
定
層
の
リ
ス
ナ
ー
が
お
り
、
そ
の
よ

う
な
「
顧
客
」
と
も
い
う
べ
き
方
を
振
り
捨
て
る
よ
う

な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
Ｂ
Ｓ
Ｐ
波 

は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
番
組
と
「
未
来
へ
の
遺
産
」
や
「
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
」
の
よ
う
な
名
作
の
再
放
送
が
あ
り
、
大

い
に
楽
し
ま
せ
て
貰
っ
て
い
ま
す
、"

合
理
化
”
の
名

の
も
と
に
こ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
消
し
て
し
ま
う
こ
と

に
賛
成
で
き
ま
せ
ん
、
一
度 

抹
消
し
た
も
の
を
元

に
戻
す
の
に
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要

に
な
る
か
考
え
て
み
る
と
い
い
で
し
ょ
う…

…

。 

 

 

『
賛
同
』 

 

青
木 

裕
子 

 

石
原 

信
和 

近
藤 

邦
勝 
 

北
川 

泰
三 

白
井 

博 
 
 

高
田 

宏 

田
澤 

正
稔 

 

辻
本 

昌
平 

鶴
橋 

康
夫 

 

長
井 

展
光 

藤
村 

忠
寿 

 

牧
之
瀬 

恵
子 

山
崎 

裕 
 
 

和
崎 

信
哉 

  

『
賛
同
』 

無
記
名 

 

何
か
と
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
て
過
日

お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
今
野
会
長
名
に

よ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
計
画
に
関
す
る
意
見(

案)

に
つ
い

て
、
内
容
を
全
面
的
に
支
持
し
、
い
つ
い
か
な
る
方
法

で
の
同
文
書
に
基
づ
く
意
見
表
明
に
も
賛
成
申
し
上

げ
ま
す
。 

以
上
で
す
。 

 

以
下
、
経
営
計
画
に
関
す
る
私
的
な
思
い
を
記
し

ま
す
。 

今
年
１
月
13
日
に
Ｎ
Ｈ
前
田
会
長
は
会
見
で
、
今

後
の
経
営
計
画
に
関
す
る
発
言
の
中
で 

少
子
高
齢

化
の
進
む
中
で
の
経
営
の
在
り
方
や
受
信
料
の
値
下

げ
を
検
討
す
る
と
発
言
し
て
い
ま
す
。
そ
の
直
後
の

１
月
18
日
、
国
会
の
所
信
表
明
の
中
で
菅
総
理
は

「
月
額
で
１
割
を
超
え
る
思
い
切
っ
た
受
信
料
の
値

下
げ
に
つ
な
げ
ま
す
。
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
彼
は
記

者
懇
談
会
な
ど
で
受
信
料
を
値
下
げ
さ
せ
る
な
ど
と

発
言
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
国
会
で
こ
れ
だ
け
は
っ

き
り
と
表
明
す
る
の
は
放
送
法
に
抵
触
す
る
の
で
は

と
思
っ
た
ほ
ど
で
す
。 

放
送
法
は
ご
案
内
の
通
り
編
集
の
自
主
自
立
は
も

ち
ろ
ん
経
営
の
自
主
自
立
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
放
送
法
を
理
解
す
る
総
理
な
ら
ば
「
所

信
」
と
し
て
「
一
割
を
超
え
る
思
い
切
っ
た
値
下
げ
」

な
ど
と
国
会
で
発
言
で
き
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。

携
帯
料
金
の
値
下
げ
と
は
わ
け
が
違
う
の
で
す
。 

１
割
値
下
げ
発
言
の
前
段
階
手
続
き
が
あ
っ
た
の

か
ど
う
か
寡
聞
に
し
て
知
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
公
式

発
言
は
重
い
も
の
で
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
陣
に
よ
る
経

営
計
画
策
定
作
業
に
こ
の
発
言
が
多
大
な
影
響
を
与

え
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

案
の
定
、
策
定
さ
れ
た
経
営
計
画
は
受
信
料
の
大

幅
値
下
げ
と
波
を
減
ら
す
合
理
化
で
す
。
少
子
高
齢

化
を
乗
り
切
る
最
も
安
易
な
手
段
と
し
て
波
削
減
を

考
え
て
い
た
一
派
に
は
総
理
の
１
割
削
減
は
ま
さ
に

渡
り
に
船
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。 

こ
の
計
画
は
幸
い
と
い
う
べ
き
か
総
務
官
僚
の
不

祥
事
の
影
響
で
廃
案
扱
い
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
つ

ぎ
の
通
常
国
会
に
は
再
度
上
程
さ
れ
る
情
勢
と
聞
い

て
い
ま
す
。 

Ｒ
２
削
減
も
も
ち
ろ
ん
反
対
で
す
。
Ｒ
２
に
頼
る

人
は
少
数
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
頼
み
の
綱
と
し
て
い

て
、
簡
単
に
新
た
な
経
費
を
生
む
こ
と
に
な
る
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ホ
で
の
Ｒ
２
同
等
物
の
聴
取
の
必
要
経

費
に
耐
え
ら
れ
な
い
人
も
多
い
と
想
像
さ
れ
ま
す
。 

Ｂ
Ｓ
波
を
減
ら
す
の
は
論
外
で
す
。
Ｂ
Ｓ
１
は
報

道
と
ス
ポ
ー
ツ
、
Ｂ
Ｓ
２
は
教
養
娯
楽
チ
ャ
ン
ネ
ル

と
し
て
発
展
し
、
そ
の
発
達
過
程
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
外
部

の
多
数
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
距
離
を
な
く
し
、
新

た
な
番
組
形
式
を
生
み
出
し
、
新
た
な
才
能
の
発
露

に
大
い
に
寄
与
し
た
は
ず
で
す
。
視
聴
者
の
番
組
選

択
の
幅
も
広
げ
ま
し
た
。 

事
件
事
故
災
害
国
会
な
ど
で
地
上
波
が
窮
屈
に
な

っ
た
場
合
の
ソ
フ
ト
の
逃
げ
場
と
も
な
り
編
成
の
自

由
度
も
格
段
に
増
加
し
ま
し
た
。
そ
の
役
割
を
果
た

す
場
が
継
続
し
て
必
要
で
あ
る
こ
と
は
明
々
白
々
で

す
。
波
削
減
が
視
聴
者
に
と
っ
て
何
が
プ
ラ
ス
な
の

か
無
謀
な
改
革
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
押
し
付
け
た
と
い
わ
れ

て
も
仕
方
の
な
い
菅
総
理
と
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長
に
は
説
明
責
任
が
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

余
談
で
す
が
菅
総
理
の
放
送
法
へ
の
理
解
の
浅
さ

を
示
す
こ
と
が
ま
た
あ
り
ま
し
た
。
昨
夜
19
時
か
ら

の
総
理
会
見
の
最
後
の
こ
ろ
、
任
期
中
の
実
績
を
問

わ
れ
て
総
理
は
、
拉
致
問
題
に
つ
い
て
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に

対
し
国
際
放
送
で(
も
っ
と)

取
り
上
げ
る
よ
う
命
令

放
送
を
出
し
た
と
述
べ
ま
し
た
。2008

年
の
放
送
法

改
正
で
命
令
放
送
の
概
念
は
残
る
も
の
の
命
令
の
語

感
が
い
か
に
も
い
か
め
し
く
要
請
と
言
い
換
え
ら
れ

て
い
ま
す
。 

命
令
放
送
は
死
語
で
す
。
ま
た
命
令
放
送
と
い
う

言
葉
が
生
き
て
い
る
時
代
か
ら
政
府
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
編

集
権
に
配
慮
し
て
具
体
的
な
放
送
内
容
は
全
く
指
示

せ
ず
、
例
え
ば
中
東
不
穏
の
時
に
同
方
面
邦
人
向
け

の
送
信
時
間
を
増
や
せ
と
い
う
よ
う
な
間
接
的
な
言

い
方
で
経
費
補
助
金
付
き
で
「
命
令
」
し
て
き
ま
し
た
。

菅
総
理
の
放
送
法
歴
史
無
知
と
強
権
的
体
質
を
垣
間

見
せ
た
会
見
で
し
た
。 

  

『
賛
同
』
無
記
名 

 

疑
義
に
対
し
て
発
信
し
続
け
る
こ
と
の
意
味
が
よ

く
わ
か
り
ま
す
。 

放
送
人
の
会
と
は
と
い
う
理
念
も
伝
え
ら
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。 

  

『
賛
同
』 

無
記
名 

  

論
理
的
な
意
見
書
に
賛
同
で
す
。 

  

『
賛
否
を
留
保
』 

石
田 

研
一 

 

去
年
ま
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
お
よ
び
関
連
会
社
の
経
営
に

関
与
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
関
連
団
体
の
職
員
と
意
見
を
交 

し
て
き
た
立
場
か
ら
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

（
１
）「
Ａ
Ｍ
波
の
整
理
・
削
減
に
つ
い
て
」 

ラ
ジ
オ
第
２
放
送
は
、
教
育
と
と
も
に
多
様
な
分

野
の
文
化
・
情
報
の
提
供
と
い
う
公
共
放
送
に
と
っ

て
大
事
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
災
害
時
の
た
め

に
も
必
要
で
す
。
ラ
ジ
オ
第
２
の
予
算
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全

体
か
ら
見
る
と
多
い
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
放
送

波
を
な
く
し
て
も
同
様
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ネ
ッ
ト
で

提
供
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
経
営
計
画
で

も
何
ら
合
理
的
な
理
由
も
な
く
削
減
が
う
ち
だ
さ
れ

て
い
ま
す
。
Ａ
Ｍ
波
の
整
理
・
削
減
に
は
反
対
で
す
。 

 （
２
）「
Ｂ
Ｓ
波
の
整
理
・
削
減
に
つ
い
て
」 

現
在
は
、
Ｂ
Ｓ
１
、
Ｂ
Ｓ
Ｐ
に
加
え
て
、
Ｂ
Ｓ
４
Ｋ
、

Ｂ
Ｓ
８
Ｋ
の
衛
星
４
波
体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
要
員
や
予
算
も
十
分
増
え
な
い
中
で
、
２
波
か

ら
４
波
に
な
っ
て
お
り
、
Ｂ
Ｓ
４
波
体
制
を
恒
久
的

に
続
け
て
い
く
ど
う
か
は
検
討
が
必
要
で
す
。
関
連

会
社
の
経
営
に
携
わ
っ
て
い
る
と
き
は
、
将
来
的
に

は
４
Ｋ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
増
や
し
て
、
Ｂ
Ｓ
Ｐ
と
Ｂ
Ｓ

４
Ｋ
は
次
第
に
サ
イ
マ
ル
化
し
て
、
４
Ｋ
放
送
が
コ

ン
テ
ン
ツ
の
面
、
受
像
機
の
面
で
も
充
分
に
普
及
し

た
段
階
で
統
合
す
る
こ
と
も
議
論
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
の
受
信
料
収
入
は
値
下
げ
を
し
な
く
て
も
減
少

傾
向
に
あ
り
、
ネ
ッ
ト
の
コ
ン
テ
ン
ツ
や
地
域
放
送

の
充
実
な
ど
も
視
野
に
考
え
る
と
、
Ｂ
Ｓ
４
波
体
制

を
今
後
ど
う
す
る
か
は
検
討
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。 

 （
３
）「
受
信
料
値
下
げ
と
経
営
の
効
率
化
に
つ
い
て
」 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
関
連
団
体
の
職
員
と
話
す
と
、「
今
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
経
営
は
コ
ス
ト
削
減
が
ほ
と
ん
ど
自
己
目
的
化

し
て
い
る
」
と
し
て
、
コ
ス
ト
削
減
の
み
が
先
行
し
て

い
る
と
厳
し
い
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
本
来
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は

ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
や
役
割
を
果
た
す
の
か
を
示

し
、
そ
の
た
め
に
、
こ
の
く
ら
い
の
予
算
が
必
要
だ
と

し
て
受
信
料
額
が
決
ま
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
総

括
原
価
方
式
で
は
、
３
か
年
の
中
期
計
画
の
収
支
が

ほ
ぼ
均
衡
す
る
よ
う
に
受
信
料
額
を
定
め
る
こ
と
が

原
則
で
す
。2021

年
度
か
ら2023

年
度
の
３
か
年
計

画
で
は
、2023

年
度
に
値
下
げ
を
す
る
方
針
で
す
が
、

経
営
計
画
で
は
大
幅
な
支
出
削
減
を
し
て
も
３
か
年

を
通
じ
て
１
５
０
億
円
の
赤
字
の
見
込
み
で
す
。
新

セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
あ
て
る
積
立
金
な
ど
の
貯
金
を

取
り
崩
し
て
の
値
下
げ
は
今
後
の
経
営
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。 

も
ち
ろ
ん
、
効
率
的
に
業
務
を
行
う
必
要
は
あ
り

ま
す
が
、
災
害
報
道
な
ど
公
共
放
送
と
し
て
担
う
役

割
に
は
、
警
察
や
消
防
、
医
療
と
同
様
、
効
率
性
と
は

別
に
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
要
素
も
あ
り
ま
す
。

値
下
げ
を
求
め
る
声
が
あ
る
中
で
、
公
共
放
送
と
し

て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
の
か
十
分
に
議
論
し

て
経
費
を
積
み
上
げ
、
妥
当
な
受
信
料
額
を
示
し
て
、

国
民
・
視
聴
者
に
理
解
し
て
も
ら
う
努
力
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。 

 （
４
）「
誰
の
た
め
の
経
営
計
画
か
。
に
つ
い
」 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
受
信
料
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
、
そ

の
役
割
は
視
聴
者
・
国
民
に
役
立
つ
放
送
コ
ン
テ
ン

ツ
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
業
務
へ
の
視

聴
者
の
理
解
が
必
要
で
す
し
、
選
挙
で
選
ば
れ
た
国

会
と
の
対
話
も
必
要
で
す
。
受
信
料
は
放
送
の
対
価

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど
う
い
う
放
送
コ
ン
テ
ン
ツ

を
提
供
す
る
か
は
、
経
営
計
画
に
お
い
て
視
聴
者
に

説
明
す
る
重
要
な
要
素
で
す
。
今
の
経
営
計
画
は
こ

れ
ま
で
の
経
営
計
画
と
比
べ
て
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
を
す
る
の
か
に
つ
い
て
内
容
が
薄
い
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。「
豊
か
で
、
か
つ
、
良
い
放
送
番
組
に
よ

る
国
内
基
幹
放
送
を
行
う
」
と
放
送
法
に
示
さ
れ
た

公
共
放
送
の
基
本
理
念
を
大
切
に
し
た
経
営
計
画
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 

以
上
述
べ
た
よ
う
に
「
放
送
人
の
会
の
意
見
」
に
つ

い
て
は
同
意
す
る
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
意
見
が
異

な
る
部
分
も
あ
り
ま
す
の
で
、
意
見
の
異
な
る
部
分

に
つ
い
て
は
賛
否
を
留
保
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

『
賛
同
せ
ず
』 

高
島 

秀
之 

 

定
年
ま
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
在
籍
し
、
国
立
大
学
、
国
立
研

究
所
、
私
立
大
学
な
ど
で
メ
デ
ィ
ア
研
究
を
し
、
著
作

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
改
革
』、
論
文
『
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
公
共
放

送
論
』
な
ど
発
表
し
て
参
り
ま
し
た
。 

こ
の
度
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
計
画
（2021-2023

）」
に

関
す
る
意
見
表
明
を
と
言
わ
れ
ま
し
て
も
、
十
分
に

研
究
す
る
時
間
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
軽
々
に
論
じ
、
結

論
を
出
せ
る
問
題
と
も
思
わ
れ
ま
せ
ん
。 

個
人
的
に
は
、
公
共
放
送
が
体
制
に
組
み
敷
か
れ

る
の
は
、
も
っ
と
別
の
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
社
団
法
人
「
放
送
人
の
会
」
が
そ
の
よ
う
な

議
論
や
意
見
表
明
を
す
る
場
と
も
思
っ
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
当
惑
す
る
ば
か
り
で
す
。
お
許
し
く
だ
さ
い
。 

  

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
計
画
に
つ
い
て
の
意
見
」
を 

11
月
２
日
（
火
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
報
局
長
に 

面
会
し
て
手
渡
し
ま
し
た 

 

11
月
２
日
（
火
）
午
後
４
時
。
会
長
・
今
野
勉
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
問
題
検
討
会
座
長
・
前
川
英
樹
、
広
報
担
当
・

菅
野
高
至
の
三
名
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
報
局
長
・
田
中
淳
子

氏
に
面
会
し
、『
意
見
書
』
を
渡
し
ま
し
た
。 

 

「
放
送
人
の
会
」
の
由
来
か
ら
、
意
見
書
の
経
緯
と

そ
の
趣
旨
を
述
べ
て
手
渡
し
ま
し
た
。
面
会
は
30
分

弱
で
し
た
が
、
そ
の
内
容
に
関
し
て
は
先
方
の
都
合

で
オ
フ
レ
コ
で
す
。 
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11
月
４
日
（
木
）
13
時
30
分
よ
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放

送
セ
ン
タ
ー
14
階
の
『
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
記
者
会
』

の
会
見
場
で
、「『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
計
画
（2021

－2023

年

度
）』
に
つ
い
て
の
意
見
」
を
公
表
す
る
記
者
会
見
を

開
き
ま
し
た
。 

出
席
者
：
今
野
勉
・
会
長
、
前
川
英
樹
・
副
会
長
（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
問
題
検
討
会
座
長
）、
菅
野
高
至
・
広
報
担
当
。 

記
者
：
朝
日
新
聞
社
（
記
者
会
・
幹
事
社
）・
上
田

真
由
美
、
野
城
千
穗
、
毎
日
新
聞
社
・
松
原
由
佳
、 

讀
賣
新
聞
社
・
笹
島
拓
哉
、
産
経
新
聞
社
・
道
丸
摩
耶
、 

東
京
中
日
ス
ポ
ー
ツ
・
竹
島
勇
、
デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー 

       

ツ
・
福
岡
香
奈
、
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
社
・
遠
藤
尚
子 

  

菅
野
よ
り
今
野
会
長
、
前
川
検
討
会
座
長
を
紹
介

し
、
直
ち
に
会
見
を
始
め
る
。 

  

今
野 

放
送
人
の
会
を
ご
存
じ
な
い
か
た
も
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
簡
単
に
会
の
設
立
の
経
緯

を
紹
介
し
ま
す
。 

 
1990

年
代
の
後
半
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
或
い
は
民
放
の
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
や
情
報
番
組
で
い
わ
ゆ
る
「
や
ら

せ
問
題
」
が
続
発
し
て
、
視
聴
者
の
方
、
或
い
は
マ
ス

コ
ミ
関
係
の
方
か
ら
「
テ
レ
ビ
の
放
送
現
場
は
何
を

や
っ
て
い
る
ん
だ
！
」
と
の
非
難
が
殺
到
し
た
ん
で

す
。 

 

そ
れ
で
制
作
現
場
に
い
た
人
、
或
い
は
い
る
人
た

ち
が
非
難
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
に
な
っ

た
ん
で
す
が
、
そ
こ
で
、
意
外
に
放
送
番
組
が
ど
う
い

う
風
に
作
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
殆
ど
知
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
に
気
付
い
た
ん
で
す
。 

例
え
ば…

…

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
ニ
ュ
ー
ス
の

区
別
が
つ
か
な
い
、
な
ん
で
撮
っ
た
も
の
を
そ
の
ま

ま
放
送
し
な
い
ん
だ
？ 

な
ん
で
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
に
再
構
成
が
あ
っ
た
り
演
出
な
ど
と
い
う
も
の
が

あ
る
の
か
？…

…

こ
う
い
う
批
判
が
視
聴
者
か
ら
も
、

マ
ス
コ
ミ
の
方
か
ら
も
多
か
っ
た
ん
で
す
。 

 

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は
、
勿
論
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で

は
な
く
事
実
を
扱
う
か
ら
、
事
実
の
通
り
伝
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
が
、
ニ
ュ
ー
ス
と
違
っ
て
、
作

家
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が
加
わ
る
こ
と
で
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
に
な
る
の
で
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
伝
え

る
た
め
に
、
色
ん
な
工
夫
を
す
る
、
そ
れ
が
ニ
ュ
ー
ス

と
違
う
と
こ
ろ
な
の
で
す
。 

 

本
来
、
作
り
手
の
主
観
と
い
う
も
の
は
、
客
観
性
を

守
り
な
が
ら
、
尚
且
つ
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を

必
要
と
す
る
と
言
う
、
我
々
に
と
っ
て
は
当
然
の
こ

と
が
全
く
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た…

…

。 

そ
れ
は
そ
れ
で
我
々
の
努
力
が
足
り
な
か
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
て
、
視
聴
者
を
対
象
に
し
て
、
番

組
が
ど
う
言
う
具
合
に
作
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
催

し
を
毎
年
２
回
や
っ
て
来
ま
し
た
。
放
送
人
の
会
の

発
足
か
ら
20
数
年
経
ち
ま
す
の
で
、
そ
の
催
し
は
も

う
40
数
回
に
な
り
ま
す
。 

他
に
も
、「
放
送
人
の
証
言
」
と
い
う
事
業
が
あ
り

ま
す
。
放
送
界
の
諸
先
輩
方
か
ら
、
放
送
人
と
し
て
の

仕
事
を
証
言
と
し
て
残
し
て
貰
う
も
の
で
、200

人
を

超
す
人
を
ビ
デ
オ
に
収
め
て
い
ま
す
。 

音
声
収
録
の
放
送
関
係
の
証
言
記
録
は
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
の
規
模
で
、
映
像
で
証
言
を
撮

っ
て
い
る
の
は
、
放
送
界
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

「
放
送
人
の
証
言
」
は
延
々
と
今
も
や
っ
て
い
ま
す
。 

他
に
も
色
々
な
事
業
を
や
っ
て
い
ま
す
。
会
員
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
民
放
・
制
作
会
社
・
マ
ス
コ
ミ
研
究
の
研
究

者
の
方
々
、
放
送
文
化
に
興
味
の
あ
る
人
々
が
会
員

に
な
れ
る
と
い
う
ゆ
る
や
か
な
組
織
で
す
。
会
員
は

全
国
に
お
り
ま
し
て
、
今
、220

人
く
ら
い
で
す
。
会

員
の
中
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
理
事
を
や
っ
た
方
も
会
員

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 
今
回
、
会
員
の
中
か
ら
自
発
的
に
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
経

営
計
画
」
に
つ
い
て
問
題
を
指
摘
す
る
声
が
上
が
り

ま
し
た
。 

初
め
は
ラ
ジ
オ
の
関
係
者
か
ら
声
が
上
が
り
、
会

員
た
ち
の
意
見
を
聞
く
う
ち
に
、
Ｂ
Ｓ
問
題
も
俎
上

に
乗
っ
て
き
て
、
検
討
会
を
作
っ
て
議
論
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
以
降
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
検
討
会

の
座
長
を
務
め
た
前
川
か
ら
お
話
し
し
ま
す
。 

 

前
川 

今
野
が
会
の
由
来
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
と
民
放
キ
ー
局
、
ロ
ー
カ
ル
局
、
制
作
会
社
、
評

論
家
・
研
究
者
、
そ
う
言
う
人
た
ち
が
メ
ン
バ
ー
で
、

こ
れ
ま
で
一
つ
の
テ
ー
ブ
ル
で
議
論
す
る
こ
と
は
、

実
は
な
か
な
か
無
い
ん
で
す
。
外
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
や
れ
ば
、
そ
う
言
う
人
た
ち
は
集
ま
り
ま
す
が
、
継

続
的
定
期
的
に
放
送
を
考
え
る
、
放
送
に
関
わ
る
色

ん
な
立
場
の
人
が
平
場
で
議
論
が
出
来
る
場
は
、
余

り
無
い
ん
で
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
業
界
団
体
は
あ
る
ん
で
す
が
、
自
分

で
言
う
の
も
な
ん
で
す
が
、
放
送
人
の
会
は
貴
重
な

存
在
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

我
々
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
経
営
問
題
に
つ
い
て
発
言
す
る

こ
と
は
あ
ま
り
今
ま
で
無
い
ん
で
す
。
番
組
の
内
容

に
つ
い
て
と
か
、
メ
デ
ィ
ア
の
あ
り
方
と
か
、
過
去
の

放
送
が
何
を
し
て
き
た
か
と
か
に
つ
い
て
は
、
色
ん

な
事
を
や
っ
て
来
ま
し
た
が
、
経
営
の
問
題
は
な
か

な
か
デ
リ
ケ
ー
ト
で
す
か
ら
、
発
言
す
る
こ
と
は
無

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
は
二
つ
の
理
由
で
議
論
し

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

一
つ
は
、
特
に
ラ
ジ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ

ー
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
Ａ
Ｍ
波
を
一
つ
減
ら
す
と
い
う
計

画
に
つ
い
て
大
変
危
機
感
を
持
ち
ま
し
た
。
た
だ
単

に
Ａ
Ｍ
波
が
減
る
以
上
に
、
Ａ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の
経
営
問

題
と
し
て
、
民
放
の
Ａ
Ｍ
ラ
ジ
オ
局
に
と
っ
て
環
境

が
凄
く
変
わ
る
ん
で
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
影
響
力
や
占
め

る
大
き
さ
は
相
対
的
に
大
き
い
ん
で
す
。
市
場
そ
の

も
の
が
テ
レ
ビ
に
比
べ
て
か
な
り
小
さ
い
市
場
で
あ

っ
て
も
、
個
々
の
Ａ
Ｍ
ラ
ジ
オ
局
の
経
営
に
と
っ
て

は
、
市
場
環
境
・
枠
組
み
が
変
わ
る
こ
と
に
非
常
に
危

機
感
を
持
っ
た
の
で
、
こ
の
ま
ま
何
も
言
わ
な
い
で

良
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
か
ら
問
題
提
起
が
あ
り
ま

し
た
。 

最
初
に
提
起
が
あ
っ
た
の
は
、
実
は
去
年
の
12
月

段
階
で
す
。
し
か
し
、
年
末
か
ら
年
度
末
に
か
け
て
、

社
団
法
人
の
会
と
し
て
の
運
営
上
、
落
ち
つ
い
た
議

11
月
４
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
よ
り
、 

「『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
計
画
（2021-2023

年
度
）』
に
つ
い
て
の
意
見
」
を 

公
表
す
る
記
者
会
見
を
開
き
ま
し
た 

前川英樹     今野 勉      菅野高至  
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論
に
踏
み
込
め
な
い
期
間
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

春
か
ら
あ
ら
た
め
て
議
論
が
始
ま
り
、
本
格
的
に
検

討
チ
ー
ム
を
作
っ
て
７
か
月
を
越
え
て
議
論
を
交
わ

し
て
来
ま
し
た
。 

 

き
っ
か
け
は
ラ
ジ
オ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
続
い
て
、

制
作
会
社
の
皆
さ
ん
が
強
い
声
を
あ
げ
ま
し
た
。 

そ
れ
は
何
故
か
と
い
う
と
、
こ
の
経
営
計
画
に
は

受
信
料
の
値
下
げ
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
Ｂ
Ｓ
波
の
整

理
削
減
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
た
し
か

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
衛
星
放
送
の
技
術
を
開
発
し
、
ハ
イ
ビ

ジ
ョ
ン
も
開
発
し
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
Ｂ
Ｓ
の
世
界

は
民
放
５
社
（
５
系
列
）
が
ど
う
参
入
す
る
か
と
い
う

こ
と
を
、
行
政
も
含
め
て
考
え
な
が
ら
立
ち
上
げ
て

き
ま
し
た
。 

従
っ
て
Ｂ
Ｓ
の
世
界
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
＋
民
放
の
衛
星

放
送
事
業
者
と
の
共
同
の
世
界
な
訳
で
す
。 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
都
合
だ
け
で
１
派
減
ら
す
と
な
る
と
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
経
営
判
断
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
が
、

色
ん
な
影
響
が
出
ま
す
。
特
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｂ
Ｓ
番
組

は
制
作
会
社
制
作
の
も
の
が
大
変
多
い
し
、
し
か
も

そ
の
中
で
優
れ
た
番
組
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
の
各
種

の
コ
ン
ク
ー
ル
が
あ
り
ま
す
が
、
制
作
会
社
制
作
の

番
組
が
優
れ
た
実
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。 

制
作
会
社
に
し
て
み
る
と
、
Ｂ
Ｓ
編
成
上
の
枠
が

減
る
、
企
画
提
出
の
機
会
が
減
る
と
い
う
の
は
、
大
変

な
危
機
感
を
持
っ
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
経
営
計
画
を
受
け
止

め
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
経

営
が
責
任
を
持
っ
て
決
め
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
方
針
が
あ
る

の
は
当
た
り
前
と
い
え
ば
当
た
り
前
な
ん
だ
け
れ
ど
、

果
た
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
経
営
だ
け
を
考
え
る
こ
と
で

い
い
の
か
と
言
う
こ
と
を
凄
く
感
じ
た
訳
で
す
。 

 

私
は
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
出
身
で
す
が
、
さ
っ
き
申
し
上
げ

た
よ
う
な
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
民
放
・
制
作
会
社
な
ど
が
一
つ
の

テ
ー
ブ
ル
で
議
論
し
て
行
く
時
に
、
今
の
Ａ
Ｍ
ラ
ジ

オ
局
や
制
作
会
社
の
立
場
の
人
た
ち
の
危
機
感
を
凄

く
強
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
議
論
の
中
で
総
括
す
る

と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
は
何
な
ん
だ
？ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
は
何
か

と
い
う
の
は
大
テ
ー
マ
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
い

ず
れ
に
せ
よ
そ
う
い
う
所
に
議
論
は
行
か
ざ
る
を
得

な
い
ん
で
す
。 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
時
に
、
私

の
立
場
で
言
う
と
、
じ
ゃ
あ
民
放
と
は
何
な
の
か
？

と
言
う
事
を
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
は
公
共
放
送
だ
か
ら
公
共
性
が
あ
る
こ
と
は
当
た

り
前
だ
が
、
民
放
の
場
合
の
公
共
性
と
は
何
だ
ろ

う
？ 

民
放
の
公
共
性
は
何
を
根
拠
に
、
ど
う
言
う

仕
組
み
で
ど
う
い
う
風
に
実
現
さ
れ
る
べ
き
か
と
言

う
事
は
、
こ
れ
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
経
営
問
題
か
ら
発
し
て
、

そ
れ
を
越
え
て
、
私
は
民
放
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
出
身
で
、
地
デ

ジ
や
Ｂ
Ｓ
の
こ
と
を
ず
っ
と
担
当
し
て
き
た
経
験
か

ら
言
う
と
、
民
放
に
と
っ
て
同
じ
よ
う
に
考
え
な
き

ゃ
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。 

た
だ
し
、
今
回
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
つ
い
て
の
意
見
を
取

り
ま
と
め
る
こ
と
で
し
た
の
で
、
そ
こ
は
今
回
書
い

て
お
り
ま
せ
ん
が
、（
会
員
か
ら
の
提
起
が
あ
れ
ば
）

民
放
の
公
共
性
は
ど
う
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、
今

後
議
論
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
言
う
こ
と

を
私
個
人
と
し
て
は
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

今
、
お
手
元
に
あ
る
「
意
見
」
の
最
初
は
、
１
の
Ａ

Ｍ
波
の
削
減
に
反
対
し
ま
す
、
２
の
Ｂ
Ｓ
波
の
整
理
・

削
減
に
つ
い
て
も
反
対
し
ま
す
、
３
の
受
信
料
値
下

げ
と
経
営
の
効
率
化
に
つ
い
て
こ
う
考
え
ま
す
、
と

い
う
大
き
な
柱
に
至
る
経
緯
を
い
ま
お
話
し
し
ま
し

た
。 最

後
の
４
番
目
の
「
誰
の
た
め
の
経
営
計
画
か
」
は
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
民
放
も
そ
う
で
す
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ

は
公
共
放
送
で
あ
り
、
受
信
料
制
度
で
運
営
さ
れ
て

い
る
以
上
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
最
終
的
な
主
体
は
視
聴
者
・
聴

取
者
、
国
民
（
で
あ
る
）
に
行
き
着
く
ん
で
す
け
ど
、

そ
う
言
う
目
線
が
こ
の
経
営
計
画
に
充
分
行
き
届
い

て
い
る
の
か
、
或
い
は
同
時
に
、
そ
う
言
う
人
に
向
け

て
番
組
を
作
る
制
作
現
場
の
人
た
ち
を
、
本
当
に
Ｎ

Ｈ
Ｋ
経
営
者
は
ど
れ
ほ
ど
見
て
い
る
の
か
と
言
う
事

を
、（
お
前
に
言
わ
れ
る
筋
合
い
は
な
い
と
言
わ
れ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
）「
計
画
」
の
文
章
だ
け
を
読
む

と
本
当
に
そ
う
な
の
か
な
？ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
現
場
は
本

当
に
こ
れ
を
見
た
時
に
ど
う
思
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う

か
な
と
い
う
想
い
も
し
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
に
今
日
こ
れ
を
お
示
し
し
公
表
す
る
後
に

く
る
の
は
何
か
と
い
う
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
も
お
話
し
し

た
こ
と
で
す
が
、
新
し
い
テ
ー
ブ
ル
を
作
っ
て
議
論

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
は
み
な

さ
ん
に
も
是
非
ご
参
加
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
り
ま

す
。 以

上
で
す
。
後
は
ご
質
問
に
答
え
ま
す
。 

 

幹
事
社
・
朝
日
の
上
田 

こ
の
意
見
書
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
側

に
何
時
渡
し
て
、
ど
な
た
が
対
応
さ
れ
て
、
ど
ん
な
反

応
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
？ 

前
川 

一
昨
日
、
11
月
２
日
、
田
中
広
報
局
長
に
お

目
に
掛
か
っ
て
お
渡
し
し
ま
し
た
。 

 

一
つ
付
け
加
え
れ
ば
、
我
々
の
趣
旨
は
こ
う
い
う

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
と
、
記
者
の
皆
さ
ん
を
通
し

て
、
或
い
は
直
接
放
送
関
係
者
に
問
題
提
起
し
た
い

と
言
う
こ
と
で
す
。
で
す
が
、
当
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
さ
ん
に
伝

え
な
い
ま
ま
で
問
題
提
起
を
す
る
と
い
う
の
は
如
何

な
も
の
か
と
言
う
事
で
、
会
見
前
の
一
昨
日
に
、
き
ち

ん
と
趣
旨
を
説
明
し
て
「
意
見
書
」
を
渡
し
ま
し
た
。 

一
昨
日
の
段
階
で
は
、
そ
の
場
で
渡
し
た
だ
け
で

す
か
ら
、
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

今
野 

放
送
人
の
初
代
会
長
は
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
会
長

だ
っ
た
川
口
幹
夫
さ
ん
な
ん
で
す
。
二
代
目
が
Ｔ
Ｂ

Ｓ
の
大
山
勝
美
さ
ん
で
、
私
は
三
代
目
な
ん
で
す
。
川

口
さ
ん
と
言
う
初
代
の
会
長
が
、
こ
の
会
を
取
り
ま

と
め
て
い
っ
た
の
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長
と
し
て
の
視
野

の
広
さ
と
、
制
作
現
場
を
非
常
に
大
事
に
し
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
方
で
、
川
口
さ
ん
は
喜
ん
で
こ
の
放
送
人

の
会
の
会
長
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
ん
で
す
。 

そ
れ
を
考
え
る
と
、
も
し
川
口
さ
ん
が
今
、
会
長
だ

っ
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
同
じ
こ
と
を
言
っ
た
ん
じ
ゃ
無

い
か
と
思
う
ん
で
す
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
今
声
を

上
げ
る
と
し
た
ら
、
放
送
人
の
会
が
上
げ
る
し
か
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
気
持
ち
は
当
初
か
ら
あ

り
ま
し
た
。 

前
川 

お
読
み
頂
け
れ
ば
分
か
り
ま
す
が
、
一
番
頭

に
こ
の
意
見
書
の
基
本
的
な
視
点
と
し
て
、
私
た
ち

は
常
に
制
作
者
の
視
点
と
い
う
こ
と
と
、
そ
れ
か
ら

視
聴
者
の
問
題
、
こ
の
二
つ
が
基
本
的
な
問
題
意
識

の
前
提
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。 

 

朝
日
・
野
城 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
経
営
計
画
は
去
年
の
８
月

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
て
い
ま
し
た
け
れ

ど
、
そ
の
時
に
は
放
送
人
の
会
と
し
て
意
見
は
出
し

て
い
な
か
っ
た
の
で
す
か
？ 

今
野 

直
接
、
出
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 

前
川 

会
と
し
て
対
応
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
会
員
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の
中
で
は
個
人
的
に
、
或
い
は
自
分
が
所
属
す
る
団

体
と
し
て
意
見
を
言
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
放

送
人
の
会
と
し
て
は
そ
こ
ま
で
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
と

言
い
ま
す
か
、
発
言
し
よ
う
と
言
う
と
こ
ろ
ま
で
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
個
人
的
会
話
を
別
に
す
れ
ば
、
会

と
し
て
討
論
は
確
か
12
月
が
最
初
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。 

朝
日
・
野
城 

そ
の
最
初
の
12
月
は
ラ
ジ
オ
関
係
者

の
強
い
危
機
感
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
具

体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
か
な
の
か
、
イ
メ
ー
ジ
が
出

来
な
い
ん
で
す
。
民
間
の
Ａ
Ｍ
局
は
こ
れ
か
ら
無
く

す
方
向
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
ま
す
し
、
具
体
的

に
民
間
放
送
に
ど
う
い
う
風
な
影
響
が
あ
る
と
懸
念

さ
れ
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
か
？ 

今
野 

２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
災
害
放
送
で
す
ね
。

ラ
ジ
オ
が
逆
に
テ
レ
ビ
よ
り
も
災
害
時
に
役
立
つ
と

い
う
こ
と
が
色
ん
な
災
害
を
経
験
し
て
明
ら
か
に
な

っ
て
い
て
、
そ
れ
は
Ａ
Ｍ
・
Ｆ
Ｍ
が
一
緒
に
あ
る
か
ら

き
ち
ん
と
届
く
ん
だ
と
、
そ
の
思
い
が
非
常
に
あ
っ

た
ん
で
す
。 

単
な
る
ド
ラ
マ
と
か
番
組
制
作
と
か
と
言
う
の
じ

ゃ
な
く
て
、
こ
れ
か
ら
の
世
の
中
で
、
ラ
ジ
オ
が
（
占

め
る
）
機
能
を
果
た
す
そ
の
可
能
性
が
あ
る
の
は
ど

こ
か
っ
て
い
う
、
そ
の
部
分
を
無
視
さ
れ
た
、
そ
れ
ま

で
の
色
ん
な
体
験
を
無
い
も
の
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た

と
言
う
危
惧
と
い
う
か
失
望
と
い
う
か…

…

、
そ
れ

が
非
常
に
強
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

僕
は
理
事
会
で
、
ラ
ジ
オ
の
関
係
者
か
ら
提
起
さ

れ
て
、
す
ぐ
直
感
的
に
、
い
つ
も
は
経
営
問
題
に
興
味

を
持
つ
こ
と
は
我
々
は
そ
ん
な
に
無
い
ん
で
す
が
、

Ｂ
Ｓ
も
含
め
て
、
こ
れ
は
我
々
が
内
部
で
話
し
合
う

べ
き
問
題
だ
っ
て
直
感
的
に
は
感
じ
た
ん
で
す
。
そ

れ
で
色
々
話
し
て
み
る
と
、
実
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
身
者
の

会
員
た
ち
が
危
機
感
を
凄
く
感
じ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
て
、
こ
れ
は
全
体
の
問
題
に
し
よ
う
と
な
っ
た

と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。 

前
川 

付
け
加
え
れ
ば
、
ラ
ジ
オ
の
人
た
ち
の
中
に

は
、
今
の
非
常
災
害
時
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
ラ
ジ
オ

を
も
っ
と
大
事
に
し
て
欲
し
い
、
と
言
う
こ
と
だ
け

で
は
無
く
て
、
放
送
の
オ
リ
ジ
ン
は
ラ
ジ
オ
だ
と
い

う
プ
ラ
イ
ド
と
い
う
か
、
自
分
た
ち
が
ラ
ジ
オ
を
、
放

送
を
作
っ
て
き
た
の
だ
と
い
う
意
識
が
強
く
残
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

東
京
中
日
ス
ポ
ー
ツ
・
竹
島 

こ
の
意
見
書
は220

人

の
会
員
の
決
を
と
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

今
野 

い
き
さ
つ
を
言
い
ま
す
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
計

画
の
問
題
の
検
討
会
を
作
る
こ
と
が
理
事
会
で
承
認

さ
れ
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
検
討
委
員
会
が
ず
っ
と

検
討
し
て
意
見
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。 

 

こ
の
前
に
、
色
ん
な
草
案
が
出
ま
し
て
、
そ
れ
に
つ

い
て
理
事
会
で
ま
た
議
論
を
し
て
、
そ
し
て
最
終
的

な
案
が
ま
と
ま
っ
て
全
会
員
に
配
っ
て
意
見
を
聞
き

ま
し
た
。
基
本
的
に
賛
成
か
反
対
か
も
含
め
、
ど
ん
な

意
見
が
あ
る
か
を
聞
き
ま
し
た
。 

 

そ
れ
で
反
対
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
反
対
意
見
の

中
で
尤
も
だ
と
思
え
た
の
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
内
部
で
仕
事

を
し
て
き
た
人
に
だ
け
し
か
分
か
ら
な
い
事
情
が
あ

っ
て
、
そ
の
声
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
意
見

が
出
て
来
て
、
検
討
委
員
会
で
議
論
し
て
、
そ
れ
を
入

れ
た
「
意
見
書
」
を
作
っ
て
、
ま
た
理
事
会
に
か
け
て
、

そ
の
最
終
案
を
再
度
全
会
員
に
示
し
ま
し
た
。 

そ
れ
で
、
条
件
付
き
と
言
っ
て
い
た
人
は
そ
の
条

件
が
入
れ
ら
れ
た
の
で
納
得
す
る
形
と
な
り
、
最
終

的
に
は
公
表
に
反
対
す
る
会
員
は
い
な
く
な
り
、
意

見
書
を
公
表
し
て
、
記
者
会
見
を
開
く
こ
と
を
了
解

し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

東
京
中
日
ス
ポ
ー
ツ
・
竹
島 

最
後
に
「
経
営
計
画

を
厳
し
く
見
つ
め
て
い
き
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
が
、
最

初
の
説
明
で
、
放
送
人
の
会
と
い
う
と
番
組
に
関
す

る
こ
と
を
話
し
合
っ
た
り
、
番
組
を
顕
彰
し
た
り
す

る
組
織
と
の
こ
と
で
す
が
、
今
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
問
題
に

限
ら
ず
、
放
送
行
政
と
か
、
民
放
連
と
か
、
民
放
各
社

の
問
題
と
か
に
、
も
の
を
言
う
組
織
に
な
っ
て
行
く

の
で
す
か
？ 

今
野 

そ
こ
ま
で
踏
み
込
ん
で
何
か
を
決
め
た
訳
で

は
無
く
、
今
回
こ
れ
は
そ
う
い
う
風
に
な
り
ま
し
た

が
、
私
た
ち
の
会
の
基
本
は
、
最
初
に
言
い
ま
し
た
よ

う
に
、
制
作
者
と
し
て
視
聴
者
と
の
関
係
を
ど
う
い

う
風
に
作
っ
て
行
く
か
、
或
い
は
制
作
者
同
士
が
自

分
た
ち
の
経
験
を
活
か
し
て
、
ど
う
伝
え
て
い
く
か

と
言
う
よ
う
な
こ
と
が
中
心
に
な
っ
た
ん
で
す
。
で

す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
「
意
見
書
」
の
よ
う
に
「
発
言
」

を
続
け
る
ん
だ
と
言
う
事
を
決
め
た
訳
じ
ゃ
無
く
て
、

そ
の
都
度
そ
の
都
度
の
問
題
の
捉
え
方
で
、
そ
の
都

度
決
め
て
い
け
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

何
れ
に
し
て
も
放
送
人
の
会
は
、
い
わ
ゆ
る
政
治

的
な
方
向
性
を
持
っ
て
い
る
団
体
で
は
無
く
て
、
個

人
が
個
人
の
力
で
、
個
人
の
意
志
で
参
加
し
て
い
る

ん
で
す
。
ど
ん
な
考
え
の
人
も
、
こ
の
会
に
入
っ
て
自

分
の
考
え
を
言
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
入

れ
る
と
い
う
個
人
の
自
由
度
を
保
証
し
て
い
る
所
な

ん
で
、
放
送
人
の
会
と
し
て
こ
う
い
う
風
に
決
め
た

か
ら
従
っ
て
下
さ
い
と
言
う
事
は
、
今
ま
で
一
度
も

や
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

毎
日
新
聞
・
松
原 

先
ほ
ど
前
川
さ
ん
か
ら
、「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
と
も
今
後
新
し
い
テ
ー
ブ
ル
を
作
っ
て
議
論
し
て

行
き
た
い
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、
具
体
的
に
は
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
感
と
か
イ
メ
ー
ジ
と
か
、
或
い
は
11
月
２
日

に
広
報
局
長
に
お
会
い
し
た
際
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
側
か
ら

「
今
後
、
こ
う
言
う
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
」
と
い
う
、

何
ら
か
の
回
答
は
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
を
教
え
て
頂

き
た
い
の
で
す
が
？ 

前
川 

最
後
の
部
分
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
報
か
ら
の
発
言
は

特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
場
で
渡
し
た
と
こ
ろ
で
す

か
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
し
て
も
読
ん
で
ど
う
こ
う
と
言
う

と
こ
ろ
ま
で
は
行
っ
て
な
い
の
で
。
勿
論
、
お
読
み
頂

い
て
ご
意
見
な
り
ご
批
判
が
あ
れ
ば
下
さ
い
と
い
う

趣
旨
は
伝
え
て
あ
り
ま
す
。 

 

そ
れ
か
ら
、
そ
の
前
の
「
新
し
い
テ
ー
ブ
ル
」
に
つ

い
て
は
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
で
、
こ
う
言
う
問
題
に
つ

い
て
こ
ち
ら
も
意
見
を
交
わ
し
た
い
、
先
方
も
議
論

を
し
た
い
と
い
う
団
体
が
あ
れ
ば
一
緒
に
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
り
、
セ
ミ
ナ
ー
な
り
の
形
で
議
論
を
す
る
機

会
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
早
い
機
会
に
や

り
た
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
が
旨
く
収
ま
る

か
と
か
、
リ
ア
ル
で
や
れ
る
か
、
何
人
ぐ
ら
い
で
と
か
、

マ
ン
パ
ワ
ー
も
経
費
も
只
と
い
う
訳
に
も
行
き
ま
せ

ん
か
ら
、
そ
の
辺
も
考
え
な
い
と
行
け
ま
せ
ん
の
で

…
…

。
出
来
れ
ば
早
い
時
期
に
実
現
し
て
、
皆
さ
ん
に

お
声
を
か
け
た
い
と
、
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

毎
日
新
聞
・
松
原 

も
う
一
点
、
細
か
い
話
な
ん
で
す

が
、「
検
討
会
」
と
先
ほ
ど
仰
っ
た
ん
で
す
が
、
何
か

正
式
な
名
称
が
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
？ 

前
川 

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
問
題
検
討
会
」
で
す
。 

  

先
ほ
ど
の
ご
質
問
に
補
足
し
ま
す
。
会
と
し
て
の

ま
と
め
方
と
い
う
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
が
、「
有
志

の
意
見
」
と
す
れ
ば
ま
と
め
易
い
の
で
す
が
、「
会
の

意
見
」
と
す
る
と
「
会
員
だ
け
ど
反
対
だ
」
と
言
う
人

が
あ
り
得
ま
す
か
ら
、「
会
の
意
見
」
と
し
て
出
せ
る

か
否
か
、
ま
と
め
る
立
場
で
言
う
と
そ
の
整
理
の
仕

方
、
詰
め
方
は
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
で
は
あ
り
ま
し

た
。
最
終
的
に
は
、
今
野
が
申
し
た
と
お
り
、
会
の
名

前
（
放
送
人
の
会
）
で
意
見
を
出
し
ま
し
ょ
う
と
い
う

こ
と
に
、
全
会
員
の
意
見
も
踏
ま
え
て
成
立
し
た
と

言
う
こ
と
で
す
。 

 

読
売
・
笹
島 

毎
日
新
聞
社
さ
ん
の
続
き
な
ん
で
す

が
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
問
題
検
討
会
」
を
組
織
し
た
の
は
何
時

ご
ろ
で
し
ょ
う
か
？ 

前
川 

５
月
で
す
。 

今
野 

検
討
会
の
前
に
、
何
人
か
で
ブ
レ
ー
ン
ス
ト

ー
ミ
ン
グ
を
や
り
ま
し
た
。
い
き
な
り
検
討
会
を
作

っ
た
の
で
は
無
く
、
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
を
や



 

 - 13 - 

っ
た
結
果
、
こ
れ
は
奥
が
深
い
ぞ
、
ち
ゃ
ん
と
や
ら
な

い
と
駄
目
だ
、
と
。 

 
 

 

読
売
・
笹
島 

時
系
列
で
言
う
と
？ 

今
野 

４
月
に
始
ま
っ
て
、
５
月
の
理
事
会
で
決
め

て
、
６
月
か
ら
検
討
会
を
。 

渡
辺
（
傍
聴
の
渡
辺
が
補
足
）
４
月
21
日
で
す
ね
。 

今
野 

ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
が
５
月
15
日
、
21

日
と
あ
っ
て
。 

読
売
・
笹
島 

検
討
会
と
し
て
の
発
足
を
、
ま
と
め
る

と
、
６
月
で
？ 

今
野 

そ
れ
は
６
月
発
足
で
い
い
で
す
。 

読
売
・
笹
島 

検
討
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
何
人
ぐ
ら
い

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

前
川 

13
～
14
人
。
毎
回
出
た
人
、
出
ら
れ
な
か
っ

た
人
も
お
り
ま
す
の
で
。 

読
売
・
笹
島 

こ
れ
は
理
事
の
方
、
中
心
と
言
う
こ
と

で
？ 

前
川 

そ
う
で
す
。 

読
売
・
笹
島 

月
１
回
ぐ
ら
い
の
開
催
？ 

前
川 

い
え
、
月
２
回
の
時
も
あ
り
ま
し
た
。
検
討
会

は
全
部
で
７
回
で
す
。
５
か
月
で
７
回
の
開
催
、
８
月

は
夏
休
み
と
し
ま
し
た
か
ら
、
実
質
４
か
月
で
７
回

に
な
り
ま
す
。 

読
売
・
笹
島 

有
志
で
は
無
く
会
と
し
て
出
す
と
言

う
こ
と
を
、
最
終
的
に
こ
の
「
意
見
書
」
を
全
会
員
に

出
し
た
あ
と
に
、
そ
の
後
の
理
事
会
で
諮
っ
て
決
め

た
こ
と
で
す
か
？ 

前
川 

そ
う
で
す
。 

読
売
・
笹
島 

理
事
会
の
承
認
は
い
つ
？ 

前
川 

最
終
的
に
こ
の
文
案
で
出
す
と
全
員
に
諮
っ

た
の
は
９
月
で
す
。
全
員
に
意
見
を
求
め
ま
し
た
。
そ

の
後
、
理
事
会
で
、
お
渡
し
し
た
こ
の
文
章
を
会
の
名

前
で
公
表
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 
読
売
・
笹
島 

先
ほ
ど
の
説
明
の
中
で
、
草
案
を
全
員

に
送
っ
て
配
ら
れ
た
時
に
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
会
員
か
ら

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ら
で
は
の
事
情
が
あ
る
」
こ
と
を
提
起

さ
れ
、
追
記
し
た
と
話
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
具
体

的
に
ど
う
言
う
点
な
の
で
し
ょ
う
か
？ 

前
川 

例
え
ば
８
Ｋ
の
問
題
な
ん
か
は
情
報
自
体
が

Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
経
営
の
正
確
な
認
識

と
言
い
ま
す
か
、
現
状
を
こ
の
文
章
で
正
確
に
表
現

し
て
い
る
か
ど
う
か
を
、
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。 

今
野 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
身
の
会
員
の
中
で
も
、
経
営
計
画

に
携
わ
っ
た
方
で
は
な
く
て
も
、
そ
れ
に
至
る
経
緯

の
中
で
仕
事
を
し
て
き
た
人
が
何
人
か
い
る
訳
で
す

ね
。
そ
の
人
た
ち
の
目
か
ら
見
る
と
、「
こ
の
文
案
で

は
努
力
し
た
部
分
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
」
と
言
う
意
見
で
し
た
。 

結
果
的
に
は
あ
あ
い
う
経
営
計
画
に
な
っ
て
い
る

け
れ
ど
も
、
そ
の
過
程
の
中
で
は
色
々
あ
っ
て
努
力

し
た
ん
だ
と
い
う
自
負
も
あ
っ
て
、
こ
の
草
案
で
は
、

そ
う
言
う
内
部
で
一
生
懸
命
や
っ
た
こ
と
が
出
て
無

く
て
、
一
律
に
み
ん
な
、
こ
の
経
営
計
画
に
賛
成
し
た

み
た
い
に
受
け
取
ら
れ
る
の
は
困
る
と
言
う
こ
と
が

あ
っ
た
ん
で
す
。 

 読
売
・
笹
島 

私
が
も
う
一
点
。「
意
見
書
」
は
当
然
、

放
送
関
係
者
の
視
点
か
ら
の
だ
と
思
う
の
で
す
が
、

今
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
年
間
予
算
が
７
千
億
円
と
い
う
規
模

が
あ
っ
て
、
只
将
来
的
に
少
子
高
齢
化
で
人
口
減
少

と
な
り
受
信
料
を
支
払
う
世
帯
が
減
っ
て
い
く
中
で
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
し
て
の
適
正
な
経
営
規
模
と
い
う
も
の
を

考
え
な
き
ゃ
行
け
な
い
時
に
、
肥
大
化
論
と
い
う
の

は
片
方
に
あ
る
と
し
て
も
、
現
状
の
ま
ま
ま
で
い
い

の
か
と
い
う
こ
と
で
、
ス
リ
ム
化
・
波
の
削
減
と
い
う

も
の
に
手
を
出
し
た
と
思
う
ん
で
す
。 

将
来
的
な
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
あ
り
方
を
考
え
る
と
、
片
方

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
進
出
と
い
う
の
が
あ
る
ん
で

す
け
ど
、
色
ん
な
所
で
金
は
か
け
な
け
れ
ば
い
け
な

い
、
け
れ
ど
も
原
資
は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
行
く…

…

。 

そ
ん
な
将
来
展
望
か
ら
、
ス
リ
ム
化
に
手
を
出
し

た
訳
で
す
が
、
こ
う
言
う
経
営
基
盤
そ
の
も
の
の
変

化
が
あ
る
中
で
の
経
営
計
画
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、

た
だ
作
り
手
が
困
る
か
ら
波
を
減
ら
し
て
欲
し
く
な

い
と
言
う
と
、
な
か
な
か
説
得
力
が
無
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
、
と
言
う
考
え
方
も
あ
る
ん
で
す
が
？ 

 今
野 

こ
の
経
営
計
画
に
は
、
も
う
一
つ
大
き
な
問

題
が
あ
っ
た
ん
で
す
。 

 

そ
れ
は
受
信
料
値
下
げ
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。
受
信
料
値
下
げ
そ
の
も
の
は
、
視
聴
者
に

と
っ
て
は
何
の
抵
抗
感
も
無
く
「
良
い
」
と
な
っ
て
し

ま
う
ん
で
す
。
た
だ
、
そ
の
受
信
料
の
値
下
げ
が
Ｎ
Ｈ

Ｋ
独
自
で
、
こ
う
い
う
風
に
す
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
を
そ

ん
な
に
下
げ
な
く
て
も
出
来
る
と
、
自
発
的
自
律
的

に
見
つ
け
出
し
た
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
、
危

惧
を
抱
い
て
い
る
人
た
ち
が
多
く
出
て
来
て
い
る
訳

で
す
ね
。 

 

ま
ず
値
下
げ
あ
り
き
を
決
め
ち
ゃ
っ
て
か
ら
考
え

る
と
い
う
の
も
、
そ
れ
は
確
か
に
未
来
を
見
据
え
た

考
え
方
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
こ
を
本
当
に

難
し
い
ギ
リ
ギ
リ
を
考
え
た
こ
と
な
の
か
？ 

と
い

う
疑
問
が
あ
っ
た
ん
で
す
。 

 

我
々
も
受
信
料
値
下
げ
が
あ
っ
て
の
削
減
と
い
う

問
題
を
ど
う
い
う
風
に
理
解
し
て
、
ど
う
考
え
て
い

く
か
は
一
番
悩
ん
だ
こ
と
な
ん
で
す
。
一
応
、
意
見
書

に
は
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、「
何
の
た
め
の
削
減
な
の

か
」
を
記
し
ま
し
た
。 

 

読
売
・
笹
島 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
る
前
の

「
経
営
計
画
案
」
の
時
点
で
は
受
信
料
を
据
え
置
く

と
言
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
波
は
最
初
か
ら
減
ら
す
と

言
っ
て
い
る
。
で
す
か
ら
、
そ
れ
は
「
あ
り
き
の
議
論

で
は
無
い
」
と
時
系
列
的
に
は
見
え
る
ん
で
す
が
？ 

今
野 

色
ん
な
考
え
方
が
あ
る
中
で
、「
こ
の
受
信
料

値
下
げ
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
？
」
は
、
非
常
に
大
き

な
問
題
提
起
で
し
た
。 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
経
営
自
身
が
考
え
た
も
の
な
の
か
、
当

然
、
そ
れ
は
調
べ
て
も
簡
単
に
は
分
か
ら
な
い
こ
と

で
す
が
、
で
も
、
そ
う
い
っ
た
疑
念
を
持
つ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出

身
者
が
多
か
っ
た
と
言
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

 

も
う
ひ
と
つ
、
民
放
連
が
ず
っ
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
肥
大

化
を
批
判
し
続
け
て
来
た
の
は
、
あ
る
意
味
分
か
る

ん
で
す
が
、
た
だ
そ
の
肥
大
化
と
い
う
の
は
民
放
連

か
ら
見
れ
ば
肥
大
化
か
も
し
れ
な
い
が
、
国
際
的
な

基
準
で
見
る
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
持
っ
て
い
る
波
っ
て
そ

ん
な
に
多
く
な
い
ん
で
す
。 

い
わ
ゆ
る
国
営
的
放
送
の
中
で
は
そ
ん
な
に
多
く

な
い
。
公
共
放
送
の
役
割
と
い
う
の
は
他
国
で
は
も

っ
と
大
き
い
。
視
聴
者
の
た
め
に
や
る
、
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
ー
の
た
め
に
や
る
、
そ
れ
に
お
金
を
使
う
こ
と
に

つ
い
て
ち
ょ
っ
と
レ
ベ
ル
が
違
う
く
ら
い
な
ん
で
す
。

そ
の
こ
と
が
以
外
に
知
ら
れ
て
無
く
て
、
波
を
削
減

し
て
金
を
使
わ
な
け
れ
ば
良
い
ん
だ
、
そ
れ
が
公
共

放
送
だ
と
い
う
概
念
は
危
険
過
ぎ
る
、
も
う
少
し
外

国
の
国
営
放
送
を
見
て
下
さ
い
。 
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僕
ら
も
外
国
に
取
材
に
行
く
と
、
外
国
の
放
送
局

の
取
材
の
規
模
の
お
金
の
使
い
方
、
ま
る
で
違
う
ん

で
す
。
何
回
も
行
っ
て
い
る
う
ち
に
、
僕
ら
も
目
覚
め

る
ん
で
す
が
、
我
々
が
こ
ん
な
安
い
ホ
テ
ル
で
一
日

の
食
事
も
こ
ん
な
に
少
な
い
の
で
頑
張
っ
て
い
る
の

に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
放
送
局
は
ど
こ
の
国
で
も
も
の

凄
い
お
金
を
か
け
て
作
っ
て
い
ま
す
。 

日
本
で
は
安
け
れ
ば
い
い
、
と
い
う
と
こ
ろ
が
ど

う
し
て
も
あ
っ
て
、
な
か
な
か
そ
れ
に
反
対
す
る
気

分
に
な
れ
な
い
の
が
、
僕
な
ん
か
の
長
い
間
の
経
験

な
ん
で
す
。 

こ
こ
に
は
書
い
て
な
い
で
す
が
、
議
論
の
中
で
、

我
々
の
取
材
す
る
番
組
制
作
費
が
世
界
に
比
べ
て
ど

の
位
に
な
る
の
か
。
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
が
多
い
多
い
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
外
国
の
国
営
放
送
の
場
合
は
、
日

本
の
２
倍
も
３
倍
も
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
使
っ
て
、
お

金
を
か
け
て
本
当
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に
向
け
て
き

ち
ん
と
対
応
し
て
い
る
、
質
の
高
い
番
組
を
き
ち
ん

と
作
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
も
、
我
々
放
送
人
は
胸

に
置
き
な
が
ら
発
言
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
、
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

 東
京
中
日
ス
ポ
ー
ツ
・
竹
島 

放
送
関
係
者
の
志
し

あ
る
皆
さ
ん
が
集
ま
っ
て
い
る
放
送
人
の
会
は
貴
重

な
存
在
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
今
回
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
経

営
計
画
を
批
判
す
る
内
容
で
し
て
、
現
役
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
職
員
と
か
関
連
会
社
の
人
と
か
子
会
社
の
人
で
、

こ
う
い
う
こ
と
を
さ
れ
る
と
居
づ
ら
く
な
る
と
い
う

こ
と
で
、
放
送
人
の
会
を
や
め
る
と
い
う
声
は
、
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
か
？ 

今
野 

自
分
の
考
え
と
少
し
違
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、

も
し
、
こ
れ
が
ち
ゃ
ん
と
直
ら
な
け
れ
ば
辞
め
る
っ

て
言
う
人
は
一
人
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
草
案
を
練

り
直
す
中
で
撤
回
し
ま
し
た
の
で
、
会
員
に
は
お
り

ま
せ
ん
。 

た
だ
、
我
々
は
こ
の
文
章
を
読
ん
で
頂
け
れ
ば
分

か
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
こ
は
非
常
に
気
を
遣
い

ま
し
た
。
声
を
上
げ
る
こ
と
で
不
利
に
な
っ
た
り
す

る
こ
と
も
あ
る
と
気
を
遣
い
ま
し
た
。 

た
だ
し
、
逆
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
身
者
で
あ
る
が
ゆ
え
、
非

常
に
使
命
感
を
持
っ
て
、「
こ
こ
で
言
わ
な
い
と
何
の

た
め
の
放
送
人
の
会
な
ん
だ
！
」
と
強
く
主
張
す
る

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
身
者
が
お
り
ま
し
た
。
立
場
に
よ
っ
て

色
々
で
す
。 

い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
意
見
書
に
ど
う
言
う
態
度

を
取
っ
た
か
と
い
う
個
人
の
問
題
は
、
そ
の
人
に
影

響
を
与
え
な
い
よ
う
な
配
慮
を
し
て
い
る
つ
も
り
で

す
。 

前
川 

そ
の
意
味
で
は
、
有
志
と
し
て
名
前
を
出
す

よ
り
は
、
会
と
し
て
名
前
を
出
す
方
が
良
い
と
い
う

考
え
方
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
れ
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
身
の
会
員
の
方
々
は
、
個
別
の

表
現
で
は
な
い
け
れ
ど
、
こ
の
文
章
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
エ

ー
ル
を
送
る
と
い
う
意
味
を
込
め
た
い
、
と
言
う
気

持
ち
を
持
っ
て
い
る
方
が
沢
山
お
り
ま
し
た
。 

東
京
中
日
ス
ポ
ー
ツ
・
竹
島 

こ
の
表
（
放
送
人
会
の

紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
か
ら
見
る
と
、
現
職
の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
？ 

前
川 

は
い
。
ま
あ
、
そ
の
辺
は
デ
リ
ケ
ー
ト
な
と
こ

ろ
が
あ
る
の
で
、
余
り
個
人
の
名
前
は
晒
さ
れ
な
い

よ
う
に
、
警
戒
は
み
ん
な
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。 

今
野 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
制
作
現
場
の
人
間
は
声
を
出
し
難

い
だ
ろ
う
と
、
彼
ら
を
先
輩
な
り
、
外
部
の
仲
間
な
り

が
励
ま
す
と
い
う
意
味
は
大
き
い
、
と
受
け
取
る
人

が
我
々
の
仲
間
に
も
多
く
い
ま
す
。 

単
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
向
け
て
言
う
の
で
は
無
く
て
、
現

場
に
対
す
る
エ
ー
ル
、
励
ま
し
と
い
う
感
覚
は
か
な

り
強
く
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。 

前
川 

放
送
人
グ
ラ
ン
プ
リ
と
い
う
企
画
で
、
毎
年

番
組
制
作
者
に
賞
を
差
し
上
げ
る
催
し
が
あ
る
ん
で

す
が
、
そ
の
時
に
、
常
に
番
組
制
作
の
現
場
の
先
輩
が

後
輩
に
贈
る
賞
な
ん
だ
と
、
そ
う
い
う
気
持
ち
を
込

め
て
贈
る
ん
で
す
。
こ
れ
と
共
通
し
て
、「
意
見
書
」

で
は
現
場
の
人
た
ち
に
エ
ー
ル
を
贈
り
た
い
と
の
発

言
も
か
な
り
あ
り
ま
し
た
。 

 

産
経
新
聞
・
道
丸 

お
話
し
を
伺
っ
て
理
解
は
出
来

た
ん
で
す
が
、
視
聴
者
と
し
て
は
安
い
方
が
良
い
と

思
っ
て
し
ま
い
ま
す
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
か
で
質
の

高
い
番
組
が
作
ら
れ
て
い
る
、
そ
う
言
う
番
組
を
見

て
見
た
い
気
持
ち
も
あ
る
ん
で
す
が
、
波
の
削
減
で

質
の
高
い
も
の
を
作
ろ
う
と
い
う
方
法
も
求
め
る
こ

と
も
出
来
た
と
思
う
ん
で
す
が
、
波
の
削
減
に
ま
ず

反
対
と
言
う
事
に
異
論
は
無
か
っ
た
の
で
す
か
？ 

 

要
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
沢
山
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
っ
て
い

て
、
そ
れ
に
沢
山
の
お
金
が
か
か
っ
て
い
る
な
ら
ば
、

そ
ち
ら
の
数
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
っ
と
質

の
高
い
良
い
も
の
だ
け
を
残
し
て
行
く
と
い
う
方
向

の
議
論
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

今
野 

そ
こ
ま
で
は
無
い
で
す
ね
。
逆
に
言
う
と
、
こ

れ
は
僕
の
受
信
料
に
対
し
て
の
考
え
を
、
こ
の
文
章

に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
ん
で
す
が
、
僕
は
嘗
て
Ｎ

Ｈ
Ｋ
か
ら
オ
ー
ダ
ー
が
あ
っ
て
、
夜
７
時
30
分
か
ら

１
時
間
ほ
ど
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
会
長
も
出
席
し
て
、
受
信
料

問
題
を
ナ
マ
で
放
送
を
し
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。

そ
の
時
発
言
し
て
、
殆
ど
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
考
え

を
披
露
し
ま
す
。 

  

受
信
料
と
い
う
の
は
視
聴
者
或
い
は
市
民
に
と
っ

て
の
権
利
な
ん
だ
と
い
う
考
え
方
で
す
。 

み
な
さ
ん
税
金
は
安
い
方
が
良
い
み
た
い
な
形
で

受
け
取
っ
て
、
受
信
料
は
安
い
方
が
良
い
と
云
う
ん

で
す
が
、
受
信
料
は
自
分
た
ち
が
得
ら
れ
る
情
報
に

対
し
て
「
ち
ゃ
ん
と
情
報
を
出
し
て
伝
え
て
下
さ
い
」

と
い
う
権
利
な
ん
で
す
。 

我
々
が
ち
ゃ
ん
と
し
た
情
報
を
出
し
て
貰
う
権
利

が
受
信
料
に
は
あ
る
ん
で
す
。
こ
れ
は
公
共
の
も
の

で
す
。
絶
対
に
私
的
に
政
治
的
に
使
っ
て
は
い
け
な

い
も
の
で
す
。
我
々
が
受
信
料
を
払
う
の
が
権
利
だ

か
ら
、
そ
れ
を
止
め
な
い
で
下
さ
い
と
い
う
気
概
が

無
い
と
、
放
送
の
自
立
な
ん
て
守
れ
な
い
の
で
す
。
も

し
、
こ
の
権
利
を
失
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
か
、
考
え
る

だ
に
恐
ろ
し
い
の
で
す
。 

つ
ま
り
、
市
民
の
支
え
が
あ
っ
て
の
自
立
で
あ
っ

て
、
法
律
で
決
め
ら
れ
た
か
ら
成
立
す
る
も
の
で
は

無
い
と
い
う
、
そ
う
言
う
意
味
を
込
め
て
、
受
信
料
は

市
民
の
権
利
な
ん
だ
と
い
う
発
言
を
し
た
ん
で
す
が
、

誰
に
も
分
か
っ
て
貰
え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

今
回
も
草
案
の
段
階
で
、
３
の
受
信
料
値
下
げ
と

効
率
化
の
項
目
に
、
入
れ
て
み
た
ん
で
す
が
、
過
激
す

ぎ
る
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 
 

 

質
の
問
題
と
言
う
事
に
関
し
て
、
議
論
は
や
っ
て

い
ま
す
。 

や
は
り
、
市
民
か
ら
の
支
え
が
あ
っ
て
、
そ
の
お
金

を
使
っ
て
良
い
番
組
を
作
れ
と
い
う
、
そ
う
い
う
考

え
方
で
公
共
放
送
が
支
え
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
。 

市
民
が
市
民
と
し
て
の
“
権
利
意
識
”
が
無
い
と
、

自
由
で
民
主
的
な
放
送
は
出
来
な
い
じ
ゃ
無
い
で
す

か…
…

、
俺
た
ち
の
波
だ
、
私
た
ち
の
波
だ
、
私
た
ち

が
支
え
る
、
そ
れ
が
広
が
っ
て
行
く
こ
と
が
、
い
い
世

界
に
な
る
、
僕
は
そ
う
思
う
ん
で
す
。 

 

だ
か
ら
、
与
え
ら
れ
た
も
の
で
、
何
か
与
え
て
下
さ

い
、
与
え
て
下
さ
い
と
い
う
社
会
で
は
無
く
て
、
自
分

た
ち
が
作
る
ん
だ
と
い
う
、
ま
さ
に
最
先
端
を
行
っ

て
い
る
の
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ん
で
す
。 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
は
、
現
在
の
放
送
法
で
は
、
税
金

じ
ゃ
無
く
て
個
人
の
意
志
に
よ
っ
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
契
約

し
て
い
る
と
い
う
考
え
方
は
、
世
界
の
中
で
も
も
の

凄
く
良
い
制
度
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
の
制
度
の
精

神
は
何
か
っ
て
考
え
た
ら
、
今
言
っ
た
“
市
民
の
権
利
”

と
し
て
の
受
信
料
な
ん
で
す
ね
。 

払
え
と
言
わ
れ
て
渋
々
払
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
、
単

に
法
律
に
守
ら
れ
て
放
送
局
が
あ
る
だ
け
で
、
私
た

ち
が
払
う
ん
だ
と
言
う
市
民
の
権
利
意
識
が
あ
っ
て

始
め
て
成
立
す
る
社
会
、
成
立
す
る
放
送
、
そ
う
い
う

風
に
僕
は
考
え
た
い
訳
で
す
。 
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今
の
放
送
法
自
体
に
も
実
は
、
そ
う
言
う
理
想
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
筈
な
ん
で
す
。
こ
の
制
度
を
作

っ
た
か
ら
に
は
、
他
の
国
と
全
然
違
っ
て
、
日
本
の
公

共
放
送
は
理
念
と
し
て
は
い
い
理
念
に
基
づ
い
て
出

来
て
い
る
ん
で
す
。 

だ
け
れ
ど
、
そ
れ
を
実
際
に
市
民
た
ち
、
視
聴
者
た

ち
が
活
か
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
は
な
っ
て

い
な
い
。
今
度
の
問
題
で
も
、
視
聴
者
が
声
を
あ
げ
て

欲
し
い
、
と
思
う
の
で
す
。 

今
後
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
く
と
す
れ
ば
、
制
作
会

社
と
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
か
、
民
放
と
か
、
評
論
家
と
か
に

パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
し
て
貰
い
た
い
と
い
う
の
も

あ
り
ま
す
が
、
視
聴
者
か
ら
も
参
加
し
て
、「
こ
れ
は

ど
う
な
ん
で
す
か
？
」
と
い
う
声
を
拾
い
あ
げ
な
が

ら
、
や
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。 

 前
川 

ち
ょ
っ
と
関
連
し
て
で
す
け
ど
、
今
野
さ
ん

の
権
利
と
し
て
の
受
信
料
に
私
は
同
感
す
る
ん
だ
け

れ
ど
、
だ
か
ら
こ
そ
、
今
回
の
受
信
料
の
値
下
げ
が
政

治
的
イ
シ
ュ
ー
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
の
違
和
感
と

い
う
か
不
納
得
性
と
い
う
か
、
そ
の
こ
と
は
今
回
、
意

見
書
に
書
き
切
れ
て
い
な
い
ん
で
す
。 

な
か
な
か
デ
リ
ケ
ー
ト
で
も
あ
る
し
、
相
当
深
く

情
報
を
フ
ォ
ロ
ー
し
な
い
と
不
正
確
な
表
現
に
な
る

か
も
知
れ
な
い
の
で
、
そ
こ
ま
で
は
書
い
て
い
な
い

ん
だ
け
れ
ど
、
実
は
、
そ
れ
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
自
立
性
と
公

共
性
と
か
、
つ
ま
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
公
共
放
送
と
し
て
担

っ
て
い
る
、
放
送
法
上
の
表
現
の
自
由
に
支
え
ら
れ

て
活
動
し
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
同
時
に
財
源
的

に
も
自
立
し
て
い
る
は
ず
で
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
予
算
決

算
は
国
会
承
認
を
必
要
と
す
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
財
源
が
政
治
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
良

い
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
全
く
違
う
と
私
は
思
う
ん

で
す
。 

だ
か
ら
、
政
治
的
イ
シ
ュ
ー
と
し
て
受
信
料
問
題

が
出
る
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、
本
当
は
何
を
議
論

す
べ
き
か
と
い
う
辺
り
は
、
こ
の
文
章
の
最
後
に

「（
こ
れ
か
ら
も
）
見
つ
め
て
議
論
し
て
い
き
た
い
」

と
い
う
と
こ
に
、
そ
う
い
う
こ
と
も
含
め
て
書
い
て

い
る
の
で
、
従
っ
て
、
さ
っ
き
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
り

セ
ミ
ナ
ー
な
り
を
や
る
時
に
は
、
そ
こ
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
も

当
然
出
て
来
て
欲
し
い
と
、
お
声
か
け
を
す
る
つ
も

り
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
も
、
そ
う
言
う
場
が
あ
っ

た
ら
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
出
る
べ
き
で
す
よ
！
」
と
言
っ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。 

受
信
料
問
題
を
政
治
的
イ
シ
ュ
ー
に
す
る
こ
と
の

危
う
さ
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
限
ら
ず
、
放
送
の
公
共
性
と
か
、

自
立
性
と
い
う
こ
と
の
根
幹
に
関
わ
る
問
題
だ
と
、

私
は
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
辺
り
が
、
今
回

ま
だ
踏
み
込
め
て
い
な
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

朝
日
・
小
田 

１
時
間
経
ち
ま
し
た
の
で
、
こ
の
辺

で
。
あ
と
は
個
別
に
質
問
と
言
う
こ
と
で
終
わ
り
ま

す
。 

放
送
人
会
・
一
同 

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 
 

（
14
時
30
分
終
了
） 

  

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

       

記
者
会
見
で
公
表
し
た
こ
と
で
、
こ
の
作
業
は
一

区
切
り
し
た
と
い
え
る
の
だ
が
、
で
は
本
当
に
「
経
営

計
画
の
持
つ
様
々
な
問
題
と
意
味
に
つ
い
て
語
り
尽

く
せ
た
の
か
と
言
わ
れ
れ
ば
、
ま
こ
と
に
心
許
な
い

も
の
が
あ
る
。
そ
れ
だ
け
根
が
深
い
と
い
え
ば
、
そ
の

通
り
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
こ
か
ら
先
は
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
企
画
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
で
掘
り
下
げ
て

い
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

そ
う
で
あ
る
と
し
て
、
私
が
自
身
の
主
張
に
固
執

し
な
か
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
「
意
見
」
の
外
で
は
あ

る
が
明
示
し
な
か
っ
た
こ
と
は
以
下
の
点
で
あ
る
。 

□ 

一
般
論
は
不
要
か 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
計
画
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の

放
送
経
営
の
基
本
ス
タ
ン
ス
を
前
提
に
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
放
送
の
基
本
的

在
り
方
、
放
送
と
は
ど
の
よ
う
な
社
会
的
使
命
を

担
う
か
と
い
う
根
本
問
題
を
問
う
こ
と
に
な
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
計
画
は
こ
の
基
本
命
題
に
ど
う
向
き

合
っ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
私
た
ち
は
そ
れ
を
ど

う
考
え
る
か
と
い
う
こ
と
を
語
る
こ
と
は
、「
意
見
」

の
本
質
的
テ
ー
マ
で
あ
る
べ
き
だ
。 

□ 

こ
う
し
た
論
点
を
明
示
し
よ
う
と
し
た
と
き
に
、

そ
れ
は
し
ば
し
ば
抽
象
的
一
般
論
で
あ
っ
て
公

表
さ
れ
る
「
意
見
」
の
焦
点
が
拡
散
し
曖
昧
に

な
る
の
で
避
け
る
べ
き
だ
と
い
う
指
摘
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
一
般
論
と
は
個
別
具
体
論
の
底

辺
に
あ
る
共
通
の
基
本
課
題
で
あ
る
の
で
あ
っ

て
、
そ
こ
に
本
質
的
な
根
本
的
問
題
が
存
在
す

る
の
で
あ
る
。
抽
象
と
は
そ
の
よ
う
な
も
の
で

あ
り
、
抽
象
論
の
意
味
が
そ
こ
に
あ
る
。 

      

□ 

今
回
の
「
意
見
」
に
直
接
的
に
こ
う
し
た
問
題

設
定
を
組
み
込
む
こ
と
に
は
無
理
が
あ
り
、
説

得
的
で
は
な
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
何
に

し
ろ
、
多
数
の
メ
ン
バ
ー
の
同
意
が
得
ら
れ
な

い
。 

□ 

と
は
い
え
、
こ
こ
で
改
め
て
私
の
問
題
意
識
を

ノ
ー
ト
し
て
お
き
た
い
。 

□ 

経
営
計
画
は
、
第
一
に
Ａ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の
問
題
と 

し
て
第
二
に
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
の
編
成
制
作
構
造
の

問
題
と
し
て
、
夫
々
の
視
点
か
ら
鋭
利
な
批
判

と
問
題
提
起
が
提
示
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
公
共

放
送
で
あ
る
が
故
に
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
公
共

放
送
に
限
定
さ
れ
た
問
題
で
あ
ろ
う
か
。 

□ 

言
う
ま
で
も
な
く
民
間
放
送
に
も
公
共
性
が
あ

る
。
私
た
ち
の
「
意
見
」
の
背
後
に
は
、
あ
る
い

は
「
意
見
」
の
継
承
と
し
て
「
放
送
の
公
共
性
と

は
何
か
」
が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
に
踏
み
込
め
な
か
っ
た
の
は
、
少
な
く
と

も
そ
の
端
緒
と
な
る
べ
き
問
題
設
定
が
出
来
な

か
っ
た
こ
と
は
、
私
の
個
人
的
作
業
と
し
て
些

か
踏
み
込
み
不
足
で
あ
っ
た
と
自
省
し
て
い
る
。 

□ 

「
放
送
に
お
け
る
制
度
・
言
論
空
間
・
時
間]

と

い
う
テ
ー
マ
を
追
求
す
る
こ
と
は
、
常
に
私
の

放
送
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
根
本
に
あ
る
。 

□ 

放
送
の
公
共
性 

定
理
と
公
理 

「
放
送
は
公
共
的
存
在
で
あ
る
」
と
誰
も
が
言
う
。

少
な
く
と
も
放
送
人
は
そ
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

で
は
、
何
故
放
送
は
公
共
的
な
の
か
。
こ
の
こ
と
に

応
え
る
の
は
実
は
容
易
で
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
。 

 

周
波
数
の
使
用
を
免
許
さ
れ
て
い
る
か
ら
な
の

か
。
免
許
事
業
と
し
て
「
あ
ま
ね
く
普
及
」
に
努
め

る
義
務
を
負
う
か
ら
な
の
か
。
事
業
と
し
て
表
現

の
自
由
を
保
障
さ
れ
て
い
る
か
ら
な
の
か
。
非
常

災
害
情
報
を
提
供
す
る
か
ら
な
の
か
。 

 

デ
ジ
タ
ル
時
代
に
お
い
て
メ
デ
ィ
ア
環
境
が
急

速
に
変
化
し
つ
つ
あ
り
、
放
送
事
業
者
自
身
が
放

送
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
存
在
そ
の
も
の
根
拠
を
問

い
直
し
、
放
送
と
い
う
シ
ス
テ
ム
の
社
会
的
意
味

を
提
示
す
る
と
い
う
、
些
か
厄
介
な
仕
事
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
第
三
者
に
は
任
せ
ら
れ
な

い
仕
事
で
あ
る
。 

 

放
送
の
公
共
性
は
定
理
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
公
理
で
は
な
い
。 

 
 

・
公
理 

証
明
不
可
能
で
あ
る
と
と
も
に
、
ま
た

証
明
を
必
要
と
せ
ず
直
接
に
自
明
の
真
と
し
て

承
認
さ
れ
他
の
命
題
の
前
提
と
な
る
根
本
命
題 

・
定
理 

す
で
に
真
な
り
と
証
明
さ
れ
た
一
般

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
問
題
検
討
会
」
中
間
総
括 

<

そ
の
２> 

私
の
総
括 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
問
題
検
討
会 

座
長 

前
川
英
樹 
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的
命
題
。
公
理
ま
た
は
定
義
を
基
礎
と
し
て
真

で
あ
る
と
証
明
さ
れ
た
理
論
的
命
題
。 

デ
ジ
タ
ル
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
放
送
に
お

け
る
定
理
を
成
り
立
た
せ
て
き
た
条
件
の
変
化
な

の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
放
送
の
存
在
理
由
の
た
め

に
は
新
た
な
証
明
が
必
要
な
の
で
あ
る
。 

 

い
ま
、
地
上
放
送
事
業
者
は
自
ら
を
所
謂
「
基

幹
的
放
送
」
と
規
定
し
て
い
る
。*

そ
れ
は
、
他

の
メ
デ
ィ
ア
と
比
較
し
て
よ
り
多
く
の
規
制
を
引

き
受
け
る
こ
と
で
あ
る
。
市
場
経
済
論
の
立
場
か

ら
は
、
何
故
規
制
を
求
め
る
の
か
理
解
で
き
な
い

で
あ
ろ
う
。
基
幹
メ
デ
ィ
ア
か
ら
解
放
さ
れ
れ
ば

よ
り
自
由
な
表
現
が
可
能
に
な
る
で
は
な
い
か
、

と
い
う
声
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
も
答
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
一
方
で
は
、
情
報
通
信
分
野
が
成

長
し
工
業
資
本
主
義
か
ら
知
識
産
業
型
の
資
本
主

義
に
転
換
す
る
必
然
性
と
、
そ
の
た
め
の
規
制
緩

和
政
策
の
一
般
的
必
要
性
は
否
定
で
き
な
い
。
そ

う
だ
と
す
る
と
、
放
送
は
そ
れ
に
ど
の
よ
う
な
関

係
を
構
築
す
べ
き
だ
ろ
う
。
「
オ
レ
達
は
特
別
だ

か
ら
放
っ
と
い
て
く
れ
」
と
い
え
ば
済
む
と
は
思

え
な
い
。<

自
前>

の
論
理
構
築
が
今
こ
そ
必
要
な

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
現
実
的
「
解
」
と
は
別

に
、
こ
れ
か
ら
の
放
送
の
あ
り
方
の
問
題
と
し

て
、
私
た
ち
が
引
き
受
け
る
し
か
な
い
の
で
あ

る
。
こ
ん
な
こ
と
は
他
の
誰
か
が
考
え
て
は
く
れ

る
は
ず
が
な
い
。
こ
の
こ
と
を
考
え
な
い
で
、

「
放
送
は
公
共
的
で
あ
る
」
と
か
「
公
共
放
送
の

責
務
」
な
ど
と
他
人
ご
と
の
よ
う
に
言
っ
て
す
む

問
題
で
は
な
い
。
公
共
放
送
以
外
の
放
送
局
が
な

ぜ
必
要
か
、
そ
の
理
由
は
何
か
。
民
放
は
そ
こ
か

ら
考
え
な
お
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。 

*

こ
こ
で
は
、
旧
放
送
法
で
い
う
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
一
致
型
の
地
上
波
テ
レ
ビ
及
び
ラ
ジ
オ
指
し

て
い
る
。
現
在
の
放
送
制
度
で
は
基
幹
放
送
に

つ
い
て
さ
ら
に
厳
密
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。 

Ｔ
Ｂ
Ｓ
メ
デ
ィ
ア
総
研
メ
デ
ィ
ア
ノ
ー
ト
」

NO103.2008.8.1.

よ
り
／
再
掲
に
あ
た
り
一
部

改
訂 

   

   

 

今
回
の
放
送
人
の
会
・
会
報
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
計
画

に
つ
い
て
の
特
集
で
す
。
理
事
会
で
、
ラ
ジ
オ
局
の
出

身
者
・
ラ
ジ
オ
番
組
制
作
体
験
者
の
声
と
し
て
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
経
営
計
画
に
対
す
る
問
題
が
、
初
め
て
提
起
さ
れ

た
時
、
私
は
、
す
ぐ
に
こ
の
問
題
的
は
重
要
だ
と
思
い
、

議
論
し
て
い
く
こ
と
に
賛
意
を
示
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
の
経
緯
に
つ
い
て
は
特
集
で
明
ら
か
に
さ

れ
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
私
は
、
少
し
別
な
話
を
し
ま
す
。 

 

11
月
５
日
（
金
）、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
あ
さ
イ
チ
」
に
、

女
優
の
加
賀
ま
り
こ
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
出
演
し
、
自
分

が
主
演
の
映
画
「
梅
切
ら
ぬ
バ
カ
」
に
つ
い
て
語
っ
て

い
た
。 

こ
の
映
画
は
、
自
閉
症
の
息
子
と
そ
の
母
親
の
物

語
で
あ
る
。
加
賀
さ
ん
は
、
今
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る

パ
ー
ト
ナ
ー
の
息
子
さ
ん
が
、
自
閉
症
で
あ
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
こ
の
映
画
へ
の
出
演
を
決
め
た
の
だ
と

い
う
。 

自
分
の
実
生
活
と
映
画
を
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
語

っ
た
加
賀
さ
ん
は
、
最
後
に
、
自
閉
症
の
よ
う
な
、
心

身
に
障
害
の
あ
る
子
供
は
、
時
に
大
声
を
出
し
た
り

す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
う
い
う
時
は
、
ス
マ
イ
ル
を

も
っ
て
見
て
や
っ
て
ほ
し
い
、
と
言
葉
を
結
ん
だ
。 

私
が
通
勤
に
使
う
バ
ス
の
路
線
に
、
心
身
に
障
害

の
子
供
た
ち
の
た
め
の
養
護
施
設
が
複
数
あ
る
の
で
、

家
族
の
誰
か
に
付
き
添
わ
れ
た
そ
う
し
た
子
供
た
ち

と
よ
く
乗
り
合
わ
せ
る
。 

確
か
に
、
と
つ
ぜ
ん
奇
声
を
張
り
あ
げ
る
子
や
大

声
で
独
り
言
を
呟
き
つ
づ
け
る
子
供
が
い
る
。
始
め

は
驚
い
た
が
、
今
で
は
慣
れ
て
し
ま
っ
て
特
に
気
に 

       

な
ら
な
い
。 

そ
れ
で
も
、
連
れ
添
っ
て
い
る
人
に
、
ス
マ
イ
ル
で

返
す
ほ
ど
の
余
裕
は
な
い
。
ス
マ
イ
ル
を
受
け
れ
ば
、

付
き
添
っ
て
い
る
家
族
の
方
の
気
持
ち
が
安
ら
ぐ
で

あ
ろ
う
こ
と
は
よ
く
解
る
。 

加
賀
ま
り
こ
さ
ん
の
言
葉
は
私
に
そ
ん
な
思
い
を

抱
か
せ
た
。 

 

翌
く
る
11
月
６
日
（
土
）
の
夕
方
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
「
報

道
特
集
」
の
中
で
「
ネ
オ
ニ
コ
系
農
・
ヒ
ト
ヘ
の
影
響

は
あ
る
の
か
」
が
放
送
さ
れ
た
。
ネ
オ
ニ
コ
系
農
薬
と

は1993

年
頃
か
ら
世
界
的
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
農
業
用
殺
虫
剤
で
あ
る
。2000

年
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
ミ
ツ
バ
チ
が
大
量
死
し
て
、
ネ
オ
ニ
コ
系
農
薬

が
原
因
で
は
な
い
か
、
と
騒
ぎ
に
な
っ
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
。 

日
本
で
も
、
ワ
カ
サ
ギ
が
激
減
し
始
め
た
の
が
、

1993

年
頃
か
ら
な
の
で
、
ネ
オ
ニ
コ
と
の
関
連
が
指

摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
報
道
特
集
」
は
、
ネ
オ

ニ
コ
系
農
薬
に
つ
い
て
の
新
し
い
情
報
を
提
示
し
て

い
た
。
マ
ウ
ス
に
、
こ
れ
ま
で
、
動
物
に
は
影
響
が
な

い
と
さ
れ
て
き
た
基
準
以
下
の
、
微
少
の
ネ
オ
ニ
コ

を
摂
取
さ
せ
る
実
験
を
し
た
と
こ
ろ
、
明
ら
か
に
マ

ウ
ス
の
行
動
に
異
常
が
生
じ
た
、
と
い
う
の
だ
。 

こ
の
10
年
間
、
日
本
で
も
、
幼
児
の
発
達
障
害
が

増
え
て
い
る
、
と
言
わ
れ
て
き
た
。
自
閉
症
、
注
意
欠

陥
・
多
動
性
障
害
な
ど
だ
。
番
組
で
は
、
そ
の
背
景
に

ネ
オ
ニ
コ
の
影
響
が
あ
る
の
で
は
、
と
示
唆
し
て
い

た
。 

 

前
日
、「
あ
さ
イ
チ
」
で
自
閉
症
の
子
と
共
に
暮
ら

し
て
い
る
加
賀
ま
り
こ
さ
ん
の
話
を
聞
い
た
ば
か
り

の
私
に
、「
報
道
特
集
」
の
ネ
オ
ニ
コ
と
自
閉
症
と
の

か
か
わ
り
に
つ
い
て
の
情
報
は
、
何
と
い
う
か
、
戸
惑

い
、
と
で
も
い
う
よ
う
な
感
情
を
ひ
き
起
こ
し
た
。 

自
閉
症
が
、
遺
伝
子
の
組
み
合
わ
せ
と
い
う
自
然

の
摂
理
の
生
み
だ
し
た
も
の
で
、
人
間
な
ら
ば
誰
に

で
も
生
ま
れ
る
時
に
は
そ
の
宿
命
は
あ
る
も
の
で
、

誰
か
に
責
任
が
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
み
ん
な
で
背

負
っ
て
い
く
も
の
と
し
て
、
加
賀
さ
ん
の
い
う
よ
う

に
“
お
互
い
さ
ま
、
だ
か
ら
、
大
丈
夫
で
す
よ
”
と
ス

マ
イ
ル
を
返
す
こ
と
が
望
ま
れ
る
の
だ
。
私
も
そ
う

思
い
、
こ
れ
か
ら
は
そ
う
し
た
い
と
思
っ
た
。 

し
か
し
、
自
閉
症
が
、
人
間
が
効
率
化
の
た
め
に
産

み
出
し
た
ネ
オ
ニ
コ
と
い
う
農
薬
に
よ
っ
て
も
発
症

す
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
ら
、
ス
マ
イ
ル
を
以
て
接

す
る
訳
に
は
い
か
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
ス
マ

イ
ル
で
は
な
く
“
申
し
訳
な
い
”
と
い
う
気
持
ち
、
或

い
は
“
怒
り
”
の
気
持
ち
が
先
立
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。 

「
あ
さ
イ
チ
」
の
情
報
も
「
報
道
特
集
」
の
情
報
も
、

私
に
と
っ
て
は
貴
重
な
も
の
だ
っ
た
。
多
様
な
情
報

は
有
難
い
。
た
だ
し
、
同
じ
自
閉
症
を
め
ぐ
る
二
つ
の

情
報
は
、
私
自
身
の
中
で
、
そ
う
簡
単
に
折
合
い
の
つ

く
も
の
で
な
か
っ
た
。 

情
報
の
多
様
性
は
そ
れ
自
体
、
有
難
い
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
と
し
て
、
そ
れ
ら
と
有
機
的
に
結
び

つ
け
る
包
括
的
な
視
点
を
提
示
す
る
努
力
も
、
メ
デ

ィ
ア
は
今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 
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編
集
部
よ
り 

頂
い
た
原
稿
を
読
み
易
く
す
る
た

め
に
、
語
尾
や
句
読
点
、
改
行
な
ど
、
若
干
手
を
加
え

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
広
い
お
心
で
、
お
許
し
下
さ
い
。 

（
菅
野
高
至
） 

巻
頭
言
に
替
え
て 

多
様
な
情
報
の
そ
の
先
に 

放
送
人
の
会
会
長 

今
野
勉 




